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経済企業委員会会議録 

 

令和５年３月１５日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ３時４６分閉議（実時間２５３分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・令和４年度八代市一般会計補

正予算・第１３号（関係分） 

１．議案第８号・令和５年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第１６号・令和５年度八代市久連子財

産区特別会計予算 

１．議案第１７号・令和５年度八代市椎原財産

区特別会計予算 

１．議案第１８号・令和５年度八代市水道事業

会計予算 

１．議案第１９号・令和５年度八代市簡易水道

事業会計予算 

１．議案第３９号・八代市宮地東サテライトオ

フィス条例の制定について 

１．議案第４０号・八代市体育施設条例の一部

改正について 

１．議案第４１号・八代市農事研修センター条

例の一部改正について 

１．令和４年陳情第４号・八代市厚生会館のホ

ール再開と利活用について 

１．所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

 （八代市献穀事業について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  北 園 武 広 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     尾 﨑 行 雄 君 

  農林水産部次長   豊 田 浩 史 君 

  農地整備課長    村 井 幸 治 君 

  水産林務課長    前 田 浩 信 君 

  農業振興課長    田 島 功一郎 君 

  フードバレー推進課長 緒 方   浩 君 

  農林水産政策課長  吉 永 千 寿 君 

 経済文化交流部長   岩 﨑 和 也 君 

  経済文化交流部次長 野 口 博 之 君 

  経済文化交流部次長 小 野 高 信 君 

  理事兼観光・クルーズ振興課長 豊 田 正 樹 君 
 
  観光・クルーズ振興課長補佐  
            篠 原 秀 和 君 
  兼クルーズ振興係長  
 

  理事兼文化振興課長 丸 山 尊 司 君 

  商工・港湾振興課長 松 永 貴 志 君 

  スポーツ振興課長 本 村 秀 記 君 

部局外 

  水道局長      吉 永 哲 也 君 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（増田一喜君） それでは、定刻とな

り定足数に達しましたので、ただいまから経済

企業委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨に関連する予算、事

件、条例案等につきましては、特別委員会に付
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託となりますので、御承知おきください。 

                              

◎議案第１号・令和４年度八代市一般会計補正

予算・第１３号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第１号・令和４年度八代市一般会

計補正予算・第１３号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第５款・農林水産業費及び

第１０款・災害復旧費について、農林水産部か

ら説明願います。 

○農林水産部長（尾﨑行雄君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）農林水産部の尾﨑でございます。 

 議案第１号・令和４年度八代市一般会計補正

予算・第１３号中、当委員会に付託されました

農林水産部関係につきまして、豊田農林水産部

次長が説明いたしますので、御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部、豊田でございます。 

 それでは、議案第１号・令和４年度八代市一

般会計補正予算・第１３号中、農林水産部関係

分につきまして説明いたします。着座にて失礼

いたします。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） それでは、

予算書の１２ページをお願いいたします。 

 款５・農林水産業費で、補正前の額３５億６

８２８万３０００円に、補正額１億５５５２万

６０００円を計上し、補正後の額を３７億２３

８０万９０００円とするものでございます。 

 １８ページをお願いいたします。 

 下の表、款５・農林水産業費、項１・農業費、

目３・農業振興費で、補正額４１９万７０００

円を計上し、補正後の額を７億９６６３万３０

００円とするものです。 

 これは、説明欄の農地利用効率化等支援交付

金を活用し、地域が目指す将来の農地の集約化

に重点を置いた農地利用の姿の実現に向けて、

生産の効率化に取り組む事業者に対しまして、

融資を活用して農業用機械・施設等を導入する

際の融資残の一部を補助するものでございます。 

 支援対象事業者は、郡築地区及び金剛地区そ

れぞれ１件で、米の色彩選別機や露地野菜での

乗用型動力噴霧器、トラクターなどの導入に要

する経費として、総事業費１６３０万８０００

円のうち、補助額４１９万７０００円を予定し

ております。 

 特定財源としまして、全額県支出金を予定し

ております。 

 次に、目８・農地費で、補正額２４２８万９

０００円を計上し、補正後の額を１２億２１８

１万９０００円とするものです。 

 説明欄の国営造成施設管理体制整備促進事業

につきましては、施設の維持管理費に占める電

気料の割合が大きい農業水利施設の省エネ化と

電気料高騰による影響緩和を図るものでござい

ます。 

 内容は、水利施設管理強化事業補助金として、

八代平野南部土地改良区及び八の字土地改良区

に対し、電気料高騰分の補助４４万９０００円

を交付するものです。 

 また、農業水利施設の省エネルギー化推進対

策補助金として、省エネルギー化推進計画に基

づき、施設の省エネ化とコスト削減に取り組む

施設管理者に対する支援金として、土地改良区

など施設管理５団体に１０８万５０００円を補

助するものです。 

 特定財源としまして、県支出金１３９万８０

００円を予定しております。 

 次に、市内一円土地改良整備事業としまして、

今年度採択の団体営土地改良事業のうち、八の

字土地改良区が実施します弥次地区の用水路改
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修工事において、工法の変更による事業費の増

額に伴いまして、市補助金を４５万５０００円

増額するものです。 

 特定財源としまして、市債４０万円を予定し

ております。 

 次に、県営土地改良事業負担金事業では、国

の補正予算に伴い、令和５年度に実施予定の一

部を前倒して実施するための事業費負担を補正

するものです。 

 内容は、文政地区及び八代海岸地区の農地海

岸保全事業の負担金１４３０万円、両出地区の

農業基盤整備の強化として、負担金８００万円

を予定しております。 

 特定財源としまして、全額市債を予定してお

ります。 

 次に、目１２・地籍調査費で、補正額１億２

７０４万円を計上し、補正後の額を２億７９６

３万２０００円とするものです。 

 これは、国の補正予算に伴い、令和５年度に

実施予定の地籍調査事業の一部を前倒して実施

するための経費を計上するものです。 

 調査対象地区は、東陽町の小浦及び南、泉町

柿迫の各一部で、１３.０５平方キロメートル

を予定しております。 

 なお、特定財源としまして、県支出金９５２

８万円を予定しております。 

 １９ページをお願いいたします。 

 上の表、款５・農林水産業費、項２・林業費、

目２・林業振興費で、補正額９４２万３０００

円を計上し、補正後の額を１億６８７９万円と

するものです。 

 これは、説明欄の木材利用促進事業と公有林

管理事業の一部及び森林経営管理事業につきま

しては、森林環境譲与税を財源としており、令

和４年度事業で執行残が見込まれるため、それ

ぞれの残額を減額し、八代市森林環境譲与税基

金事業へ積み立てるものです。 

 また、下段の目３・林道維持費につきまして

も、その一部を森林環境譲与税を財源としてお

り、執行残が見込まれる９４２万３０００円を

減額補正し、補正後の額を４２８９万４０００

円とするもので、市内一円林道維持事業の執行

残を同基金事業へ積み立てるものでございます。 

 ページ、２２ページをお願いいたします。 

 上の表、款１０・災害復旧費、項１・農林水

産業施設災害復旧費、目２・林道施設災害復旧

費で、補正額６２０万円を計上し、補正後の額

を４億８９６０万１０００円とするものです。 

 これは、令和４年９月の台風１４号で被災し

た泉町の林道福根線の測量設計業務に要する経

費です。 

 特定財源としまして、県支出金４０３万円と

市債１９０万円を予定しております。 

 以上が、農林水産部３月補正予算でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、市内一円

土地改良整備事業で工法の変更というのがあり

ました。内容をちょっと教えてほしいというの

と。森林環境譲与税、財源としてるものが減額

補正ということになってますけれども、これが

執行残になってるということでしたんで、その

理由を教えてください。 

○農地整備課長（村井幸治君） 農地整備課、

村井でございます。よろしくお願いいたします。 

 ただいま委員御質問ございました、八の字土

地改良区が事業主体となっております用水の改

良の工法でございますけども、当初用水だけの

改良ということになっとりましたが、その後詳

細設計によりまして、道路と用水が並行しとり

まして、道路のほうの崩壊を止めるような矢板

ですね、工事のときに使う矢板を追加というこ

とになっとります。 

 それとあと、用水がずれないように、現場の

コンクリートの土止めですね、そちらのほうを
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つくるような変更になっとります。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、――工事

見積りちゅうか、当初はそれが道路のほうの崩

壊までは、まあ、分からなかったということで

よろしいんですか。 

○農地整備課長（村井幸治君） はい、そのと

おりでございます。（委員野﨑伸也君「分かり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よかですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） もう一件、もう一件。 

○水産林務課長（前田浩信君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）水産林務課、前田でございます。 

 まず、森林環境譲与税、幾つかの事業で許諾

をしてますけれども、まず、木材利用促進事業、

こちらのほうで３７８万４０００円減額してお

ります。こちらにつきましては、間伐材の流通

経費補助を対象としておりましたけれども、結

果といたしまして、森林組合あるいは林業公社

のほうから申請額がなかったということです。 

 続きまして、公有林管理事業、こちらについ

ても２４８万６０００円、当初計画してました

けれども、こちらもう入札不調ということで、

こちらについては、もう全部削減というふうな

形になっております。 

 続きまして、――森林経営管理事業について

でございますけれども、こちらのほう５２３万

２０００円減額しておりますけれども、こちら

につきましても、こちらも当初、実際この作業

道の補修関係につきましては、森林組合であっ

たりとか、林業公社がするわけなんですけれど

も、こちらのほうの申請が予定より少なかった

というところでございます。 

 それとあと、維持関係事業につきましては、

こちらのほう、当初坂本町のほうの補修であっ

たりとか、修繕を予定してたんですけれども、

まだ災害復旧事業が思うように進みませんでし

たので、一応予定したところにまで行き着く経

路がまだ確保できなかったというところでござ

います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようですね。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で、第５款・農

林水産業費及び第１０款・災害復旧費について

を終了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１４分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費及び第９款・教

育費について、経済文化交流部から説明願いま

す。 

○経済文化交流部長（岩﨑和也君） 皆様、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）経済文化交流部の岩﨑でござい

ます。どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、議案第１号・令和４年度八代市一

般会計補正予算・第１３号の経済文化交流部所

管分につきまして、野口経済文化交流部次長が

説明いたしますので、御審議のほど、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（野口博之君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部の野口です。それで

は、着座にて御説明させていただきます。 
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 それでは、議案第１号・令和４年度八代市一

般会計補正予算書・第１３号をお願いします。 

 経済企業委員会付託分のうち、経済文化交流

部関係を御説明いたします。 

 ３ページをお願いします。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額１億６１９６万８０００円を増額し、補正後

の額を３３億８０３９万９０００円としており

ます。 

 続きまして、款９・教育費、項７・社会教育

費で、補正額２９９万７０００円を増額し、補

正後の額を１０億６１１万２０００円としてお

ります。 

 次に、１９ページを御覧願います。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費で、補正額１億１５９６万８０００円を増

額し、補正後の額を２５億６３７８万１０００

円としております。 

 右側の説明欄の新型コロナウイルス感染症対

策事業（熊本県時短要請協力金負担金）は、新

型コロナウイルス感染症拡大の第６波の期間中

において、熊本県により行われた営業時間短縮

の協力要請に際して、全面的に応じた八代市内

の事業者に対して交付された熊本県時短要請協

力金の本市負担分を補正するものでございます。 

 協力金の総額は１１億５９６７万８０００円

であり、本市負担割合はその１０％となってお

ります。 

 なお、特定財源は全額国庫支出金、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を予

定しております。 

 次に、下段の目３・観光費で、補正額４６０

０万円を増額し、補正後の額を４億９２７２万

６０００円としております。 

 右側の説明欄の宿泊・入浴施設等物価高騰対

策支援金支給事業（重点交付金）は、コロナ禍

において、原油価格や電気・ガス料金等の物価

高騰の影響に直面する宿泊・入浴施設等の事業

者に対し、事業の安定的な運営を支援するため、

物価高騰対策支援金を支給するものでございま

す。 

 内容としましては、令和４年度１年分におけ

る燃料費、電気代、ガス代の支出合計額と、令

和３年度１年分の支出合計額の差額を対象経費

とし、対象経費の２分の１を補助いたします。 

 また、対象施設は、市内の宿泊・入浴施設４

０施設、原油価格高騰の影響を強く受けている

入浴施設を有する指定管理施設４施設を予定し

ております。 

 なお、特定財源としまして、指定管理施設分

を除いた４０００万円を国庫支出金、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で予

定しております。 

 また、併せて、全額繰越明許費を設定してお

ります。 

 次に、２１ページをお願いします。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費で、補正額２９９万７０００円を増額

し、補正後の額を１億７２０７万８０００円と

しております。 

 右側の説明欄の八代民俗伝統芸能伝承館管理

運営事業は、お祭り体感シアターで上映する妙

見祭映像について、昨年開催の八代妙見祭を撮

影することとしておりましたが、雨天により撮

影できなかったことから、契約期間を延長し製

作するため、増額分を補正するものでございま

す。 

 特定財源は全額ふるさと八代元気づくり応援

基金繰入金を予定しております。 

 なお、今回の補正額に加え、契約済みの委託

料３１６５万３０００円を合わせた、３４６５

万円を繰越明許費として設定しております。 

 説明については、以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 
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○委員（堀口 晃君） 宿泊・入浴施設等の物

価高騰対策についてなんですけども、今ここに

書いてあるのは４０施設で４０００万円ですよ

ね。ということは、単純に計算したらもう１施

設１００万円というようなところになるんだろ

うと思うんですけども、八代市内でですね、こ

の４０施設だけで収まるのかどうかというふう

なところなんですけども、その辺どうなんでし

ょうね。全体的な部分でのもう４０施設に限定

したということなんでしょうか。それとも、ほ

かのところは申請がなかったからというような

ことなんだろうか。その辺ところ、ちょっと教

えてください。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（豊田正樹君） 

 おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）観光・クルーズ振興課、豊

田でございます。 

 宿泊・入浴施設等物価高騰対策支援金支給事

業の積算根拠と申しますか、支出の在り方とい

うことでございますけども、まず、入浴・宿泊

施設４０施設でございますが、これは公衆浴場

ということで登録されておる宿泊施設が３８件、

それから、入浴施設が２件ということで、合わ

せて４０件ということで把握しとるところでご

ざいます。 

 この積算につきましては、まず、民間の旅館、

それから、ビジネスホテルの御協力をいただき

まして、令和４年度の４月から１２月分につき

ましては実績額、それから、１月から３月分に

つきましては、４月から１２月分まででの昨年

度と本年度の状況を比較して、どれぐらい上昇

してるかということを、昨年度の１月から３月

分に上昇率ということで加算をいたしまして、

令和４年度分の、――総支出額の見込みを立て

させていただいたというところでございます。 

 令和３年度分から令和４年度分を比較いたし

まして、積算するとともに、宿泊施設につきま

しては、施設の規模が多いところでは２３人収

容が可能と、少ないところでは１０人程度とい

うような施設で、かなり規模が違いますもので

すから、そこについては、１人当たりを収容し

た場合、どれぐらいになるかというのを積算さ

せていただいたところ、おおむねその影響額が

４万円となったところでございます。 

 したがいまして、１人当たりの支援金を２万

円ということで設定させていただきまして、そ

の施設ごとの収容人数で算定させていただいた

というところでございます。 

 市内の全体の最大収容人数が１９５５名でご

ざいますので、それに２万円を掛けまして、宿

泊施設分として３９１０万円というふうに積算

をしたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 詳しく説明いただきま

して、ありがとうございます。 

 原油価格の高騰については、どのくらいぐら

いの上昇率で、どのくらいぐらい差があるのか

という分は、何かその辺のところは、今１人当

たりの部分で積算をされてるみたいなんですけ

ども、実際に電気代が幾ら上がって、ガス代が

幾ら上がったかというところの部分も、ちゃん

とそこら辺は一律というような話ではなくてで

すね、ここの施設はこのくらいぐらい上がった

とか、このくらい下がったとかという部分のや

つは分かりますかね。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（豊田正樹君） 

 失礼いたします。 

 上昇率がどれくらいだったかというところで

ございますが、指定管理施設──入浴施設を管

理する指定管理者では、ばらつきはありますも

のの、１.１５倍から１.５２倍というようなと

ころでございました。民間の施設につきまして

は、すいません、個別をちょっと今持っており

ませんけども、平均で１.１６倍というような

状況でございます。 

 以上でございます。（委員堀口晃君「ありが
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とうございました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 伝承館の部分で、お祭

りでんでん館のことなんですが、雨によって撮

影ができなかったというふうなこと。契約期間

を延長というような部分なんですけども、雨が

降った場合のシミュレーションというか、ここ

については、契約の段階で、そこがどういうふ

うになってたのかということを、ちょっとお聞

かせいただきたいと思うんですが。 

○理事兼文化振興課長（丸山尊司君） 失礼し

ます。 

 今回、御指摘のとおり、雨ということでした

けれども、今回、天気予報がなかなか直前まで

定まらずですね、基本的にはもう普通どおり撮

影するというところでスタンバイをしておりま

して、ただ実際撮影班とか来られた宿泊費であ

るとか、実際もうスタンバイをされてますので、

その辺の費用がかかったというところで、今回

の追加補正なんですけれども、実際契約上のと

ころで、雨天についての契約というのは、特に

契約条項では定めてはいないというところにな

ります。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 当然天候に左右される

場合があるわけですよね。例えば雪が降ったり

とか、雨が降ったりとか、いろんな部分が。そ

のときのこの条項の中で、何か入れる必要があ

ったんじゃないかなと私は思うんですけども。

それともう一つは、今回撮影できなかったけん、

期間を延長するって、どのくらい期間を延長さ

れるんですかね。 

○理事兼文化振興課長（丸山尊司君） 失礼し

ます。 

 期間、結局お祭りが１年後ということで、そ

のお祭りの撮影が終わるまでの期間というとこ

ろで考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） これ、新たに契約する

ということではなくて、かかった費用について

払って、この年度で終わって、また新たにする

という考え方もあるような気がするんですけど

も。その辺はどういうふうな対応の仕方なんす

かね。今かかった費用については、お支払いし

ましょうと。雨降ったけんが、まず、こんだけ

はかかりましたんで、そこは払いますよと。一

応これで、一応一旦終わって、令和５年度、こ

れ、もう多分あるんだろうと思うんで、そのと

きには新たな契約という考え方にはならなかっ

たんですかね。そこ、ちょっと教えてください。 

○理事兼文化振興課長（丸山尊司君） ただい

まの御質問ですけれども、また新たな契約とい

うとですね、一からまた全て積算してというと

ころになりますけども、今回、延長というとこ

ろで、同じ業者でするというところになりまし

て、実際かかった金額よりもちょっと、――も

っと高く本当は補正しなきゃいけなかったんで

すけども、割引ということで、半額程度に割り

引いていただいて、引き続きお願いしますとい

うようなところで、一から始めるよりもかなり

割安というところで、今回、契約変更という形

をとらせていただいたところでございます。 

 以上でございます。（委員堀口晃君「分かり

ました。いいです」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 なければ、これより採決いたします。議案第

１号・令和４年度八代市一般会計補正予算・第

１３号中、当委員会関係分については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時２８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２９分 本会） 

◎議案第８号・令和５年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第８号・令和５年度八代市一般会

計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明を

求めます。 

 それでは、歳出の第６款・商工費及び第９款

・教育費について、経済文化交流部から説明願

います。 

○経済文化交流部長（岩﨑和也君） お疲れさ

まです。（｢お疲れさまです」と呼ぶ者あり）

経済文化交流部の岩﨑でございます。どうぞよ

ろしくお願いします。 

 まず、私のほうから議案第８号・令和５年度

八代市一般会計予算中、経済文化交流部所管い

たします当初予算の総括を述べさせていただき

ます。恐れ入りますが、着座にて行わせていた

だきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部長（岩﨑和也君） まず初め

に、総合計画の基本計画に掲げる施策と、それ

に関連する当初予算の概要についてお話しさせ

ていただきます。 

 まず、地域産業の活性化・商業の振興といた

しまして、九州における交通結節点のインフラ

の強みを生かした企業誘致用地の整備の準備に

着手いたしまして、ＴＳＭＣ進出を契機とした

関連産業等の誘致と、八代港港湾物流をさらに

促進させることとしております。 

 このほか、商業・工業関係事業者等を対象と

いたしました新規創業や新規事業の創出、ＤＸ

推進による生産性向上や業務効率化の取組等を

支援し、創業しやすい環境の整備や商店街の整

備に対し支援するなど、商工業の振興を図って

まいります。 

 次に、地域資源の魅力発信と観光振興につき

ましては、本市の地域資源を生かしたキャンプ、

サイクリング等のアウトドアファンなど新たな

層の誘客を推進してまいります。 

 このほか、４月２１日にクイーンエリザベス

の寄港が予定されており、今後、くまモンポー

ト八代を拠点として、クルーズ船の寄港増加が

期待されるため、ＤＭＯやつしろと連携し、イ

ンバウンド観光の受入れの体制づくりを行うと

ともに、全国花火競技大会などのイベントを充

実させ、観光産業の回復及び強化を図ってまい

ります。 

 次に、歴史遺産の保存・活用と文化芸術活動

の推進につきましては、令和４年に築城４００

年を迎えました国指定史跡八代城跡、日本遺産

構成文化財等の文化財の保存修復などを実施し、

文化財の保存と公開活用に努めてまいります。

あわせまして、芸術文化活動推進につきまして

も、積極的に取り組んでまいります。 

 最後に、スポーツ活動の推進と環境整備にお

きましては、官民一体となり、西日本大学男子

ソフトボール選手権大会や大相撲八代場所など、

スポーツの大会・誘致を積極的に図ることとし

ており、スポーツ施設を整備しながら、多くの

スポーツ合宿の開催やスポーツイベントの創設

・招致を行い、本市ににぎわいをもたらすとと

もに、スポーツ振興のみならず、交流人口の拡

大により地域活性化を図ってまいります。 

 これらの施策の推進に当たりまして、坂本町

の復旧・復興及びコロナ禍における感染防止対

策と社会経済の両立を最優先とし、加えて、原

油・原材料価格の高騰や円安の進行に伴う物価

高騰、少子高齢化などの社会情勢の変化への対

応、ＳＤＧｓやデジタル化の推進をはじめとす

る八代の未来を切り拓くための施策に積極的に
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取り組む所存でございます。 

 今回、市の将来像であります、しあわせあふ

れる・ひと・もの交流拠点都市やつしろの実現

に向け、必要な予算案を提案させていただきま

した。 

 以上、令和５年度経済文化交流部所管の当初

予算の総括とさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては、小野経済文化交

流部次長が説明いたしますので、御審議のほど、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部の小野でございます。

よろしくお願いいたします。それでは、着座に

て説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） 当部所

管の当初予算について、主要な事業・新規事業

を中心に、予算の内容を抜粋して説明させてい

ただきます。 

 それでは、まず、予算書の１３ページを御覧

ください。 

 第６款・商工費の当初予算額として、２１億

８４３６万８０００円を計上しております。前

年度と比較しまして、２３７３万７０００円の

減額となっております。 

 続いて、第９款・教育費のうち、当部関係分

の当初予算額として、６億４０７２万円を計上

しており、前年度と比較して、４６４９万９０

００円の減額となっております。 

 商工費及び当部関係分の教育費の合計額は、

２８億２５０８万８０００円、前年度と比較し

まして、７０２３万６０００円、率にして約０.

２％の減、また、当初予算総額に占める割合は

約４.５％となっております。 

 それでは、予算書の８９ページをお願いいた

します。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費の予算額は、１３億７５６３万６０００円

を計上しており、前年度から１億３９９３万円

の減額となっております。 

 減額の主な要因としましては、国のデジタル

田園都市国家構想推進交付金を活用したサテラ

イトオフィス施設整備及び進出企業定着支援事

業のサテライトオフィス整備が令和４年度に完

了したことなどによるものです。 

 なお、特定財源につきましては、個別に説明

いたします。 

 それでは、説明欄を御覧ください。 

 説明欄の６行目、サテライトオフィス管理運

営事業１９７万１０００円は、令和４年度にデ

ジタル田園都市国家構想推進交付金を活用して、

旧宮地東小学校をＩＴ関連企業等が使用するサ

テライトオフィスとして整備したことから、供

用開始後の維持管理等を行うものでございます。 

 主な内容としましては、施設修繕費２０万円、

消防設備等点検委託１９万２０００円、給水設

備保守点検委託１０９万６０００円、開所式セ

レモニー備品賃借料７万２０００円などでござ

います。 

 なお、特定財源はその他としまして、施設使

用料１９７万１０００円などを予定しておりま

す。 

 次に、７行目、八代港ポートセールス事業２

億３０７２万９０００円の主な内容としまして

は、ポートセールス活動旅費２００万円、国際

コンテナ利用助成金２億円、リーファーコンテ

ナ利用拡大助成金１５１５万円、コンテナ物流

トライアル事業助成金１０００万円などを予定

しております。 

 国際コンテナ利用助成金、コンテナ物流トラ

イアル事業助成金につきましては、半導体関連

貨物の増加見込みを加味し、増額したものでご

ざいます。 

 なお、特定財源としまして、ふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金１０００万円を予定し
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ております。 

 次に、４行下の商工業資金貸付事業５億３１

３万５０００円は、中小企業融資制度別に各金

融機関の実績に応じた預託金額を算出し、各金

融機関へ運用基盤となる融資資金を預託するも

のでございます。令和５年度は、融資制度メニ

ューを見直し、近年利用実績がない５つの融資

制度を廃止し、創業初期の運転資金確保に寄与

する八代市創業支援特別融資制度を新設予定と

しております。 

 中小企業資金融資制度預託金５億円の内訳と

しましては、八代市中小企業経営安定特別融資

制度預託金で４億９０００万円、八代市創業支

援特別融資制度預託金１０００万円でございま

す。 

 そのほか、中小企業経営安定資金保証制度に

係る信用保証料補助負担金５４万４０００円、

資金融資制度信用保証料補給金２５９万１００

０円でございます。 

 なお、特定財源としましては、その他としま

して、各融資制度の預託金元金収入等５億２０

００円を予定しております。 

 次に、２行下の企業振興補助助成事業２億５

０９１万４０００円は、企業振興促進条例や情

報通信関連等事業所立地促進補助金の対象業種

に対し、奨励措置を実施しますとともに、企業

での人材育成等への支援を行うものでございま

す。 

 主な内容としまして、八代圏域産業振興協議

会補助金７０万円、産業活性化人材・企業育成

支援事業補助金１４０万円、企業振興促進条例

補助金１億７２２４万７０００円、情報通信関

連等事業所立地促進補助金７６５６万７０００

円などでございます。 

 続きまして、１つ下の行でございます。 

 雇用促進対策事業３５１万１０００円は、求

職者に対し、資格を取得する際の助成金を交付

する八代市就業資格取得支援助成金として５０

万円、子育て世代の市民を対象に、テレワーク

による就労を支援するための在宅ワーカー養成

講座を実施する子育て世代のテレワーク就労支

援事業委託３００万円でございます。 

 なお、特定財源はその他としまして、ふるさ

と八代元気づくり応援基金繰入金２９０万円、

在宅ワーカー養成講座の受講料としまして１０

万円の合計３００万円を予定しております。 

 続きまして、下から３行目の起業・創業支援

事業３５０万円は、現行の八代市創業支援補助

金を見直し、新たに八代市創業事業継承支援補

助金を創設することで、新規創業や事業継承・

第二創業を支援するとともに、移住に伴う創業

支援を新規メニューに追加することで、移住定

住施策の促進を併せて図るものでございます。 

 具体的には、現補助金の１事業者当たり２０

万円の補助上限額を５０万円に拡充し、７事業

者分の３５０万円でございます。 

 次の八代港港湾物流ＤＸ促進事業５００万円、

八代港における港湾物流の業務効率化と生産性

向上を図る港湾関係事業者に対し、港湾物流効

率化システムの導入に係る経費の一部を補助す

るもので、補助対象経費の２分の１、上限２５

０万円の２事業者分でございます。 

 企業誘致用地整備事業２０００万円は、企業

立地における産業用地が不足している状況にあ

るため、新たな企業誘致用地の整備を行うもの

でございます。令和５年度は適地調査、候補地

選定、適正企業誘致候補調査等の委託料でござ

います。 

 続きまして、９０ページをお願いします。 

 目３・観光費を説明いたします。 

 予算額４億８２４０万円を計上しており、前

年度から１億２４４５万４０００円の増額とな

っております。 

 主な要因としましては、アウトドアツーリズ

ム推進事業（地方創生）及びふれあいセンター

いずみ及び農林産物加工施設の道の駅認定に係
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る施設整備などによるものです。 

 それでは、説明欄を御覧ください。 

 ３行目、観光漁業基地管理運営事業１３１９

万６０００円は、舟出浮きの拠点である無人島

の三ツ島中之島の船の停泊基地整備や清掃委託

であります。国の八代港大築島地区の埋立工事

に当たり、観光漁業基地として使用していた黒

島基地が今後使用できなくなることから、国の

補償金を活用し、三ツ島基地の老朽化した桟橋

の修繕改修を行うものです。 

 主な内容としましては、清掃業務委託１３万

２０００円、桟橋改修増築工事設計業務委託料

１２１０万円などでございます。 

 続きまして、４行下の広域交流地域振興施設

「よかとこ物産館」管理運営事業１５０万３０

００円は、直売所のショーケース購入１１２万

２０００円などでございます。 

 なお、特定財源としまして、広域交流地域振

興施設納付金１５０万３０００円を予定してお

ります。 

 次に、日奈久温泉施設「ばんぺい湯・東湯」

管理運営事業３５００万８０００円は、真空ボ

イラー取替工事８００万円、東湯浴室修繕１０

０万円、指定管理委託料２３００万円などでご

ざいます。 

 なお、特定財源としまして、合併特例債８５

０万円、その他、電柱等占用料、自動販売機設

置料８０００円を合わせまして、８５０万８０

００円を予定しております。 

 続きまして、一番下段の東陽交流センター

「せせらぎ」「菜摘館」管理運営事業２６９８

万５０００円は、温泉井戸調査委託１０００万

円、スチームコンベクション購入費１２０万円、

指定管理料１２６１万７０００円などでござい

ます。 

 なお、特定財源としまして、市債充当率１０

０％の過疎債１２６０万円を予定しております。 

 ９１ページをお願いいたします。 

 上から４行目、ふれあいセンターいずみ及び

農林産物流通加工施設管理運営事業１億２９７

万円は、令和６年度に予定しております道の駅

認定に係る施設整備工事８７００万円、給水ポ

ンプ取替工事２３０万円、食器洗浄機購入１３

０万円、指定管理委託料１１０８万３０００円

などでございます。 

 なお、特定財源としまして、過疎債１億３０

万円、その他、自動販売機電気代３万４０００

円を合わせまして、１億３３万４０００円を予

定しております。 

 続きまして、３行下の全国花火競技大会事業

４５０３万１０００円は、令和５年１０月開催

予定の全国花火競技大会の運営、管理を行うも

ので、実行委員会負担金４４００万円、会計年

度任用職員経費１０３万１０００円でございま

す。 

 令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影

響により、感染防止のため、会場内における露

店や物産展の出店を中止し、敷地に新たな有料

観覧席を設けるなど対応をとっておりましたが、

令和５年度は通常どおりの開催を予定しており

ますことから、会場設営費、打ち上げ現場整備

費の増加に加え、物価上昇等による増額などを

加味し、前年比で１０００万円の増を見込んで

おります。 

 なお、特定財源はその他としまして、ふるさ

と八代元気づくり応援基金繰入金１０００万円

を予定しております。 

 少し飛びまして、７行下の観光交流事業１２

２７万２０００円は、八代の観光資源をＰＲす

るため、県内外のエージェントへの売り込み、

県南の観光推進を図るための地域連携などを積

極的に行いますとともに、観光物産に関する問

合せへの対応やイベント案内など、地域の魅力

を全国に向けて発信し、観光振興を図るもので

ございます。 

 主な内容としましては、エージェント訪問等
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の職員旅費３６万３０００円、観光ポータルサ

イト保守業務委託３３万４０００円、やつしろ

の風制作委託３８６万３０００円、城下町やつ

しろお雛まつり事業委託１５０万円、県観光連

盟等６団体の負担金２２５万６０００円などで

ございます。 

 新たな取組としまして、やつしろ観光ガイド

協会補助金２６万５０００円を計上しておりま

す。 

 なお、特定財源は、その他としまして、まち

づくり交流基金繰入金５３６万３０００円を予

定しております。 

 続きまして、２行下のクルーズ船寄港に伴う

観光資源強化事業９６２万７０００円は、国内

インバウンド・国内クルーズ船に力を入れたセ

ールス活動を行うとともに、復活が予想される

海外インバウンドに備えた体制づくりを進める

ものでございます。 

 主な内容としましては、八代港ポートセール

ス活動旅費２４４万円、くまモンポート八代・

クルーズ活性化協議会負担金５０５万円、クル

ーズ船寄港を地域経済へ波及するため、中心市

街地等で寄港おもてなしを行うクルーズ船初寄

港歓迎業務委託１５０万円などでございます。 

 続きまして、４行下のアウトドアツーリズム

推進事業（地方創生）５３５１万６０００円は、

デジタル田園都市国家構想交付金の地方創生推

進分を活用し、本市の観光資源を生かしたキャ

ンプ、サイクリング等のアウトドアファン層の

誘客を推進するものでございます。 

 主な内容としましては、人材育成、アプリ開

発、サイクルルート開発、備品やレンタサイク

ル用自転車購入費など、アウトドアツーリズム

受入れ環境構築委託として２０７８万９０００

円、くまナンゲートウェイ施設造成やキャンピ

ングカー給電施設整備費など拠点施設整備工事

費として２２５８万１０００円、サイクリスト

休憩施設用備品購入費として７０万円、アウト

ドア事業者支援補助金５００万円などでござい

ます。 

 なお、特定財源としまして、地方創生推進交

付金２６７５万８０００円を予定しております。 

 続きまして、１１２ページをお開きください。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費で、１億４９１２万５０００円を計上

しており……。（｢ちょっと待って。１１２ペ

ージまで開くのにちょっと時間のかかるけん、

ちょっと待って」と呼ぶ者あり）はい。ああ、

失礼しました。（｢ごめん。これ、１ページ１

ページせんばんとだろう」「いや、でも、飛び

込みで来たっじゃない」「どこで」「飛び込み

で来たろ」「おれが最初に触ったけんかな」

「ああ、触った」「いやいや、もう、もう開い

た」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ちょっと小会します。 

（午前１０時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５０分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） それで

は、１１２ページのほうを説明いたします。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費で、１億４９１２万５０００円を計上

しており、前年度から１３８５万８０００円の

減額となっております。 

 減額の主な要因としましては、八代市民俗伝

統芸能伝承館、通称お祭りでんでん館で放映す

る妙見祭映像の制作業務委託料の減などによる

ものでございます。 

 説明欄の６行目を御覧ください。 

 文化センター施設整備事業４８４０万円は、

鏡文化センターにおいて、経年劣化による機能

低下や安全保安の基準に不適合となった各種機

器類の更新・整備を実施するものです。 

 内容としましては、舞台音響設備改修工事実

施設計委託３８０万円、高圧受変電設備改修工
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事３５０万円、舞台吊物機構改修工事４１１０

万円でございます。 

 なお、特定財源は市債充当率１００％の過疎

債４８４０万円を予定しております。 

 １１３ページをお願いいたします。 

 一番下の目６・文化財保護費で１億７５７４

万９０００円を計上しており、前年度から２８

５０万２０００円の減額となっております。 

 主な要因としましては、令和２年７月豪雨災

害で被災した八代市西部文化財収蔵施設の被災

物品の処理業務が終了したことなどによるもの

です。 

 説明欄の３行目の指定文化財保存管理事業６

１９万５０００円は、各種指定文化財の保存管

理が適切に図られるよう、必要な措置を講じる

とともに、文化財の調査を進め、八代市に残る

重要な文化財の保護を図るものでございます。 

 主な内容としましては、八代城北の丸堀跡除

草作業委託１８６万４０００円、日本遺産構成

文化財の高原橋の保存修復委託４９万５０００

円などでございます。 

 なお、特定財源は、その他としまして、八代

市日本遺産活用推進基金繰入金４９万５０００

円、やつしろ文化振興基金繰入金１３０万円の

計１７９万５０００円を予定しております。 

 続きまして、１１４ページをお願いいたしま

す。 

 １行目の伝統文化財保存事業８５４万４００

０円の主な内容としましては、八代妙見祭保存

振興会に対して、保存継承維持管理及び神幸行

列の安全管理費を補助する八代妙見祭公開活用

事業補助金として６９８万円、八代市伝統文化

活性化協議会が実施する妙見祭ＰＲ費、用具・

衣装整備等に要する経費を補助する八代市伝統

文化活性化事業補助金１５６万４０００円でご

ざいます。 

 八代妙見祭公開活用事業補助金の安全管理費

につきましては、神幸行列の経路変更に伴う警

備費の増分を見込んでおります。 

 なお、特定財源は、その他としまして、妙見

祭ガイドブック販売収入１万円を計上予定とし

ております。 

 続きまして、款９・教育費、項８・社会体育

費、目１・社会体育総務費で、７００１万９０

００円を計上しております。前年度から１０２

６万７０００円の減額となっております。 

 減額の主な要因としましては、人事異動によ

る給料、職員手当等の減少などによるものでご

ざいます。 

 それでは、１１５ページをお願いいたします。 

 説明欄の３行目、トップアスリート育成事業

１２０万円は、強化指定選手のフィジカル及び

メンタルの能力開発や栄養学の習得、体力測定

によるトレーニング指導のほか、遠征費に対す

る補助でございます。 

 なお、特定財源としまして、その他として、

ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金７０万

円と施設命名権料５０万円を予定しております。 

 次に、下段を御覧ください。 

 目２・社会体育事業費で、４８５３万９００

０円を計上しております。前年度から１６４９

万円の増額となっております。 

 その主な要因は、大相撲八代場所や全国シニ

アソフトボール古希八代大会や西日本インカレ

ソフトボール選手権大会など、全国大会規模の

大会が開催されることによるものでございます。 

 それでは、説明欄の下から２行目、東京２０

２０オリンピック・パラリンピックホストタウ

ン推進事業５９７万７０００円は、東京２０２

０オリンピック・パラリンピック競技大会に参

加した国・地域と相互に交流するホストタウン

事業に関する交流計画に基づき、本市のバドミ

ントンジュニア選手と相手国である台湾のジュ

ニア選手との相互交流や、台湾バドミントント

ップ選手と交流することで、スポーツ振興など

さらなる相互交流を図るものでございます。 
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 実施主体は八代市東京２０２０オリンピック

・パラリンピックホストタウン推進実行委員会

で、令和５年６月に予定されております訪問交

流事業分と１１月に予定されております受入交

流事業を合わせた市負担金としまして、５９７

万７０００円を予定しております。 

 また、ホストタウン国際交流につきましては、

日本スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ

助成金により、対象経費の５分の４の助成を予

定しております。 

 １１６ページをお願いいたします。 

 １段目でございます。 

 大相撲八代場所開催事業６３３万３０００円

は、令和５年１２月３日に開催予定の大相撲八

代場所の開催に係る施設関係費や大会運営費な

どを計上するものでございます。 

 主な内容としましては、のぼり旗・看板作成

手数料１４１万７０００円、会場設営・警備・

清掃委託料１５９万１０００円、来場者輸送用

のシャトルバス借上料４９万５０００円、総合

体育館使用料１４０万８０００円などでござい

ます。 

 続いて、１つ下の段でございます。 

 全国シニアソフトボール古希八代大会開催事

業１５４万８０００円は、令和５年９月２２日

から２５日に改正予定の全国シニアソフトボー

ル古希八代大会の開催に係る施設関係費や大会

運営費などへの実行委員会負担金でございます。 

 続いて、１つ下の段でございます。 

 西日本インカレソフトボール選手権大会開催

事業３９２万７０００円は、令和５年７月７日

から１１日に予定されております、大学西日本

一を決める西日本インカレソフトボール選手権

大会の開催に係る大会運営費などへの実行委員

会負担金でございます。 

 続きまして、目３・社会体育施設費で１億９

７２８万８０００円を計上してます。前年度か

ら１０３６万２０００円の減額となっておりま

す。 

 その主な要因は、体育施設整備事業において、

毎年実施しております施設整備費の差異による

ものでございます。 

 説明欄の２行目、体育施設管理一般事務事業

８４６万７０００円は、所管します各体育施設

の維持管理を行うものでございます。 

 主な内容としまして、大規模誘致大会で使用

するためのソフトボール内外野フェンス等の購

入費６９７万７０００円などでございます。 

 続いて、１つ下の段でございます。 

 体育施設管理運営事業（総合体育館・市民球

場・市民プール・テニスコート・武道館・球技

場・弓道場・相撲場）８１３５万６０００円は、

指定管理施設の管理運営に要する経費で、主な

ものとして、指定管理委託料７４３０万８００

０円のほか、市民プールコインロッカーや市民

球場のハードレイキなどの備品購入費１７５万

９０００円などでございます。 

 特定財源として、施設命名権料７１万４００

０円、自動販売機設置料８万６０００円、電柱

占用料１２万３０００円、土地建物貸付収入２

万円を予定しております。 

 最後に、一番下の体育施設整備事業４３５６

万円は、本市体育施設の利用環境を整備するた

めの事業でございます。 

 主な内容としましては、千丁中学校夜間照明

改築工事設計委託１７６万円、市民球場本部漏

水改修及びステンレスネット改修工事１１２６

万円、市テニスコート人工芝張替工事９９０万

円、東陽スポーツセンター屋内消火栓エンジン

付ポンプ取替工事１６７０万円、東陽スポーツ

センター２階客席雨漏り及び防鳥対策工事４０

０万円などでございます。 

 なお、特定財源としまして、市債、充当率１

００％の過疎債２０７０万円、充当率９５％の

合併特例債２０００万円の計４０７０万円を予

定しております。 
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 以上が令和５年度経済文化交流部所管の当初

予算の内容でございます。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） まず、すいません、サ

テライトオフィスの管理運営事業というのがあ

ったと思うんですけど、新規でということでし

たけど。施設管理、――これ、管理のほうは八

代市のほうで行うのかどうかというようなこと

と。あと、貸出しって、その収入を得るのかど

うかというところをちょっと教えてほしい。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 商工・

港湾振興課、松永でございます。よろしくお願

いします。 

 サテライトオフィスの管理でございますけど

も、直営を行う予定でございます。そして、利

用料につきましては、このことですね、条例の

制定について、後ほど提案いたしますけども、

一応利用料を設定して、利用料金を取る予定で

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、その収支

の見込みというのは、どういうふうになってる

んですかね。 

 というのが、取りあえずそういって、施設整

備やって、貸し出してというのがあるんですけ

れども、その収入の見込みとか、そういうのは

どのように計画されてるのか。見込み的なとこ

ろをですね、今後の展望とかも併せてちょっと

教えてください。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 一応大

きな部屋が３部屋ございまして、月額４万円で

お貸しする予定でございます。それが全部入っ

たときにですね、一応ペイする予定でございま

す。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。一応見

込みはあるということですね。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 八代港のポートセール

ス事業についてですけれども、最近のコンテナ

取扱量と利用助成金のですね、推移というのを

ちょっと、直近３年ぐらいでいいですかね、教

えてほしいというのと。取扱量が増えてきてる

んだろうというふうに思います。助成金のほう

もですね、増えてきてるというふうに思ってま

すんで、八代市のですね、今後の、どこまでで

すね、いろいろ何年も前から聞いてるんですけ

ど、どこまでやるかというところなんですけど

も、そこら辺のところ、将来的なところをです

ね、教えてほしいというふうに思います。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 失礼し

ます。 

 コンテナ助成金の推移でございますけれども、

直近３年でいきますと、――令和元年が八代市

の負担分で１億４６０２万円、令和２年が１億

４２７０万円、令和３年が１億５３９９万円で

ございます。 

 この後におきましても、ＴＳＭＣの進出を機

にですね、取扱貨物の増が予想されてますこと

から、今しばらくはですね、この助成金をこの

まま利用していきたいと考えておるところでご

ざいます。 

 しかしながらですね、いつまでも続けるわけ

にはいきませんもんですから、そこはですね、

県のほうと十分調整を行いながら、検討を今進

めているところでございます。 

 以上でございます。（経済文化交流部長岩﨑

和也君「取扱量」と呼ぶ） 

 すいません、取扱量はですね、現在２万５０

００ＴＥＵ程度のですね、２０２１年の速報値

で２万４９９６ＴＥＵございまして、過去最高

を更新したところでございます、約ですね。今
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後も４万ＴＥＵを目指して頑張ってるところで

ございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 これ、以前から何回も聞いておりますけども、

４万ＴＥＵだったですかね。何か大きくなって

るのかなというふうには思ったんですけれども、

分かりました。 

 取りあえず、はい、ありがとうございます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（百田 隆君） 今度、企業誘致用地整

備事業で２０００万円ほど予算が計上されて、

委託料ですかね。これ、新八代駅前の話ですか

ね。新八代駅前と捉えてよかっですか。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 失礼し

ます。 

 その件につきましては、新八代駅周辺とは別

にですね、企業誘致用地を市内全域を対象にい

たしまして探したいと。適地を探したいという

ところの別途の経費でございます。 

○委員（百田 隆君） そうなればですね、坂

田市長時代に、千丁の吉王丸が１丁８反あった

んですけれども、まあ、頓挫して、福島市長の

ときに、この事業用地については、今後も計画

に乗せるということで覚書がなされております

ですね。このことについて、経済文化交流部長

さんはどのように考えておられるのか、御説明

を願います。 

○経済文化交流部長（岩﨑和也君） 百田委員

おっしゃいましたように、覚書を交わしており

ます。今度、そのような誘致用地を整備する際

には、当時交渉していた土地も一つの候補地と

して挙げてくださいという内容でございました。

そのようなことから、今回も候補地の一つとし

て想定してるところでございます。 

○委員（百田 隆君） そうなればですね、今

の、これから、予算ば通過してからですが、千

丁の吉王丸周辺の関係者とか、そういう方たち

との話合いというのは、どういうふうに考えて

おられますか。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） まずは

ですね、候補地を数か所、４か所程度、まずは

絞って、そこを決めて、どっかに一つに絞りた

いと思っております。その一つに絞った時点で

ですね、そこの今おっしゃった住民説明会等は

行っていく予定でございます。 

○委員（百田 隆君） ４か所候補地を絞ると

いうことですか。 

○委員長（増田一喜君） 百田委員、ちょっと

そこはあんまり突いていく、あれではないでし

ょう。予算のほうですから。それ、担当課のほ

うにお聞き願いたいと思います。 

○委員（百田 隆君） ちょっと的から、ちょ

っと外れたという質問ではあるとは、自分でも

思っとっとですけど。まあ、そういう、まあ、

千丁の吉王丸周辺、そういうことも今後……。 

○委員長（増田一喜君） 終わってから、お願

いいたします。 

○委員（百田 隆君） 候補地として考えてい

ただければというふうに思っとります。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今の企業誘致用地整備

事業ですね、関連なんですけど、どれぐらいの

規模ですか。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） その辺

のところもですね、現在、推進本部とかプロジ

ェクトチーム、部会がございますので、そこで

今、もんでるところでございます。その辺のと

ころを含めまして、来年度中にですね、決定等、

計画を策定……。（委員野﨑伸也君「来年度中

ですね」と呼ぶ）はい。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、観光施設

の管理運営事業というのがありました。それで、

今回、ふれあいセンターいずみ及び農林産物流
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通加工施設のですね、整備ということで、１億

円超えのですね、整備費が計上されてるんです

けれども。少し内容をですね、もう少し詳しく

教えてほしいというのがあります。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（豊田正樹君） 

 観光・クルーズ振興課、豊田でございます。 

 来年度予定しております、ふれあいセンター

いずみ及び農林産物流通加工施設等の道の駅認

定に向けた整備内容ということでございますが、

まず、道の駅登録のために、主な施設要件とい

たしましては、２４時間利用可能な駐車場、ト

イレ、それから、子育て応援施設ということで、

授乳室とかおむつ替えの施設、そういったこと

ができるような施設が設置されているか。また、

障がい者用の駐車スペースは設けられているか。

そこから雨にぬれずに施設にアクセスできるか。

そういった工夫がされているか。また、道路情

報や地域の情報が発信されるための施設がある

かというようなところが、まあ、主な条件とい

うことになります。 

 ですので、この条件を満たすため、次年度に

おきましては、現在のピロティに隣接する敷地

に新たなトイレ、それから、授乳を行えるベビ

ー室を設置する予定でございます。 

 また、障がい者用の駐車スペースから雨にぬ

れずにアクセスできるよう、スロープのほうに

屋根を設置するというところでございます。 

 さらに、夜間でも利用できると、利用しやす

いようにスロープや情報発信施設には照明設備

を設置。そのほか、点字ブロックとか、案内看

板の設置を予定しておるところでございます。 

 整備に係る予算の内訳といたしましては、建

築工事が６２３０万円、機械設備が１１８０万

円、電気設備が１２９０万円でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今の説明でよく内容が

分かりました。ありがとうございました。 

 今の状況ですね、来館者数が今どれぐらいあ

って、この整備をして、道の駅認定になったら、

どれぐらいのですね、利用者が得られるか、入

ってこられるかというところの見込みについて、

ちょっとお話聞きたいと思います。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（豊田正樹君） 

 失礼いたしました。 

 入館者数について、ちょっと今手持ちに、ち

ょっと持ってきていないところでございますけ

ども、売上高の推移でいきますと、平成３０年

度、令和元年度が大体４４２８万円程度でござ

いましたが、令和２年度、令和３年度につきま

しては、やっぱコロナの影響で３４００万円程

度まで落ち込んでおるというところでございま

す。本年度につきましては、回復基調にござい

まして、現在４７８０万円程度ということで、

コロナ前の状況に近づいているというふうに認

識しているところでございます。 

 令和４年度に入りましては、最近では全国旅

行支援の開始であったり、海外からの観光客の

受入れとかいうのの緩和、また、各種イベント

の開催など、人流の拡大に向けまして、明るい

兆しが見えてきておるというような状況でござ

います。そこで、この機を逃すことなくですね、

令和６年度の道の駅としての登録に向けまして、

令和５年度におきましては、施設の改修等を行

いながら、道の駅としての登録のメリットを生

かすということで、施設を管理運営しておりま

す指定管理者と一緒になって、施設のＰＲや集

客イベント、キャンペーンなどを行っていきた

いというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。売上高

のほうでですね、説明いただいたんで、入館者

のほうは、まあ、いいというふうに思うんです

けれども、Ｒ７年度の登録を目指すということ

なんですよね。 

 分かりました。 
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 大丈夫ですか答え。（理事兼観光・クルーズ

振興課長豊田正樹君「６年度」と呼ぶ）６年度、

ああ、分かりました。６年度ですね、すいませ

ん。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 岩﨑部長の今回の総括

というような部分のお話が、今年度の当初予算

の部分でございました。その中で、まあ、商工

業の部分の中でですね、クイーンエリザベスが

４月２４日に来て、インバウンド体制を構築し

ていくというようなお話もございました。その

中で、今回クルーズ船の寄港に伴う観光資源の

強化事業というようなところで、９００万円、

約１０００万円ぐらいを入れておられるんです

が、コロナ前にあってもですね、まあ、八代に

も幾つかお見えになってたような気がします。

そのときにね、八代にね、なかなか、こう観光

というふうな部分で降りられないという状況が

あったんですが、まあ、今回、この意気込みと

いうのをお聞きさせていただいて、八代市の観

光の部分において、どのようなインバウンド対

策、人吉であったりとか、熊本城であったりと

か、阿蘇であったりとか、要は、八代からです

ね、大型バスでいろんなところに熊本県内行か

れたりとかしてらっしゃるんですが、この地元

にいて、地元で活性化させるようなね、そんな

仕掛けづくりという部分を、今年度、どのよう

にインバウンド体制として考えてらっしゃるの

か、ちょっとお聞かせいただきたいと。 

○経済文化交流部長（岩﨑和也君） 確かに、

これまでですね、コロナ前にかなりの数のクル

ーズ船が来てたという時代がありまして、その

ときには、中国からの発着のクルーズ船という

ことで、非常に中国からのお客さんが多うござ

いました。そのときには御存じのように、爆買

いとかという話がありまして、どっちかちゅう

と、買物に終始したクルーズ船のお客さんが多

かったかなというふうに思っとります。 

 それと、やっぱり日本の習慣といいますか、

伝統とか、そういったものと、やっぱり中国の

ほうの生活習慣、こういったものが、違いから、

いろいろなトラブルも起きてたというのが事実

でございまして、それに対応するのが、非常に

そちらのほうに終始するのが、かなり多かった

かなということもあります。 

 それから、ガイドの方々が中国の方々であり

まして、非常にガイドの方々の、何といいます

か、案内の方法等がですね、非常に我々日本の、

――我々受入れ側にとって、あまり有益とは言

えないような状況でしたので、この辺りは国の

ほうがですね、通訳ガイド、いわゆる生業とし

て、外国語をガイドする場合には、本当は全国

通訳案内士の資格が必要なんですけども、それ

を緩めた制度を導入したところでありますけれ

ども、なかなか地元にお金が落ちないというよ

うな状況でありました。そこはちょっと、詳し

くは申し上げられませんけれども、そういう状

況でありました。 

 今回、コロナ禍が明かって、４月２１日にク

イーンエリザベスが来るということで、非常に

皆さん注目されてますと。この前の一般質問で

もお答えしましたように、数隻のクルーズ船が

来ると、見込まれてるというようなお話をさせ

ていただきました。我々、やっぱり一番大事な

のは、まず、地域が一体となることかなという

ふうに思っとります。一体となるといっても、

ただ単に声を上げるだけではできませんので、

まず、みんなでできること、もうおもてなし、

いわゆる、この前一般質問でも答えましたよう

に、きびっと隊だとか、ようこそスマイル隊だ

とか、そういった地域の人たちがですね、来て

くれて、ありがとう、また来たいなと思わせる

ような、我々の姿勢が大事かなというふうに思

ってますし、いろんなサプライヤー、いわゆる
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サプライヤーといいますのは、ホテル、旅館と

か、あるいは、タクシーだとか、バスだとか、

観光に来られたお客さんにとって、有益なもの

となる、生業事業者のことを指しますけれども、

そういった方たちがですね、やっぱり国内のお

客さんを受け入れるような気持ち、それから、

いろんな活動、例えば活動といいますとですね、

例えば、一番問題となりますのは言語の障壁で

す。言葉が通じないということがあります。こ

れをいかに、今のＤＸの社会でございますので、

スマホを使ったりとか、タブレットを使ったり

とか、あるいは、専用の機器を使ったりとか、

あるいは、実際の通訳のガイドをする人材を多

くするとか、そういった基本的なこと、あるい

は、Ｗｉ－Ｆｉの整備、もう本当基本的なこと

です。それから以前、なかなか、受け入れ、外

国から来られた人に、やっぱりどうしても、日

本の方って、やっぱりちょっとこう抵抗があっ

て、ハローとかも言えない、ニイハオとかも言

えない状況がありましたので、そういった一声

かけ運動みたいな、本当心温まるような活動、

基本的な活動、そういったものが必要かなとい

うふうに思ってとります。 

 それから、それ以外にもですね、基本的なも

のとして、支払い、今いろいろ何とかペイとか

何とか、当然は銀聯カードとかというのが主流

だったんですけども、今、いろんな電子決済と

かがありますので、そういった基本的なこと、

そういったことも重要かなと我々は思っとりま

す。 

 加えて、いろんな来られたときに、おもてな

しのイベントとか、あるいは、花火大会でも見

れるような状況とか、あるいは、せんだって、

九州国際スリーデーマーチがございましたけれ

ども、やっぱり外国の方からいらっしゃってま

す。そういったイベントにもですね、タイミン

グが合えば来ていただくような形も必要かなと

いうふうに思ってます。 

 いろいろと申し上げましたけれども、まずは

基本的なこと、基礎固めをしっかりしていきた

いというふうに思っとります。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 部長の意気込みは大変

よく伝わってまいりました。ありがとうござい

ます。 

 基礎固めというか、要は、みんなでやりまし

ょうと。お見えになられた方々に対し、支払い

も含めて、歓迎する気持ちを持っていきましょ

うというふうな、こんなことだろうと思うんで

すね。 

 前のことを蒸し返したらなんですけども、八

代で、じゃ、観光って、どこにあるって言った

ときに、一番最初に、やっぱり耳にするのが、

八代城址だと思うんですね。そこがですね、も

う入ってくれるなと、お断りしますというふう

なところで、あったように聞いとるんですね。

だからもう、ある特定の国の人というふうなと

ころではないかもしれんけども、こんだけいた

ずらされたりとか、いろんなことをされるなら

ば、もう来てほしくないというふうな御意見も

聞いているようですよね。そうなると、そこに

は連れていけないとかというような話になって

しまうんで、その辺のところの部分の、――前

回のあった部分について、それがクリアできて

るか、できてないかということなんですよね。

そこをクリアした後に、今、みんなで、じゃ、

歓迎しようやというようなところになっていく

んだろうと思うんで、もう申し訳ないですけど

も、そこの八代城址の部分についての、――そ

こに散策には、もう来てくれるなというような

声に対してはですね、どのような対応を今とっ

ておられるんか、解決したのかどうか、その辺

をお聞かせください。 

○経済文化交流部長（岩﨑和也君） 当時もで

すね、一時的には、そういう閉鎖という形も取

られた時期もありましたけれども、その後です
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ね、すぐ、まだクルーズ船がたくさん来てた時

代にも開放していただきました。現在もそのよ

うな状況で、ウエルカムというようなことで、

我々は認識しております。（委員堀口晃君「な

るほどですね」と呼ぶ） 

○委員（堀口 晃君） まあ、それだったらよ

ろしいんですが、まあ、八代城址もしくは妙見

宮というふうなところも含めてですね、トイレ

の使い方が非常に悪いというようなところで、

トイレットペーパーがもう幾つもあっても駄目

だし、タンクの中に入れ込んだりとかっていう

部分もあったりとかっていう部分があるんで、

その辺がね、きれいに、当事者の部分で、もう

クリアになってれば、ええと思うんですけども、

そういう問題がないような形でですね、案内人、

ガイドさんというような部分においても、何か

よく指導してほしいなと。せっかくお見えにな

って、楽しくしてもらいたいし、私たちも楽し

く受入れをしたいというふうに思ってますんで、

その辺、ぜひ、部長がおっしゃるような形で、

皆さんの意識のね、を高めるような形での活動

をしていただければと思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 今のは意見、要望で

よろしいですね。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 八代インバウンドプロ

モーションプロジェクト事業というのがありま

した。その中で、ＤＭＯやつしろ補助金という

のが、３４００万円ぐらいあるかと思います。

この内訳について教えてください。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（豊田正樹君） 

 失礼いたします。 

 ＤＭＯ補助金の内訳でございますが、まず、

局長の人件費相当分といたしまして１０００万

円、それから、職員分への補助といたしまして

１８００万円、それから、くまナンステーショ

ンの補助ということで２３０万円、それから、

ＤＭＯやつしろへ出向する職員の出向分に対し

まして４１６万２０００円でございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。職員の人

件費というのがほとんどだったかなというふう

に思うんですけど、補助金の内訳がですね。す

いません、職員の増減がですね、あるというふ

うにも聞いてるんですけど、今現在、その職員

さん何名おられるんですか、全体で何名ですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（豊田正樹君） 

 失礼します。 

 ＤＭＯやつしろの職員体制でございますが、

令和４年度が８名でございまして、事務局長が

１名、次長が２名、職員が２名、嘱託が３名と。

内訳は以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございます。引き続き、よろしいですか。 

 すいません。アウトドアツーリズム推進事業

というのがあったんですけれども、これで、新

規ということで、――サイクリングの、結構何

か、そういうのを何か使って、誘客しようとい

う何か試みかなというふうに思ったんですけど。

レンタサイクルの、そういう整備もされると、

レンタルのですね。乗ってもらってみたいな感

じのやつだと思うんですけれども。よその自治

体でもですね、いろいろとそのレンタサイクル

とかっていうのは、熊本市さんでも大々的にや

られてるというふうに聞いてるんですが、４月

からヘルメットが努力義務というふうになると

いうのがあって、そういう、今までこう、大き

なところでいろいろやってこられた自治体とい

うのも、どうしようかなというふうに頭を抱え

てるというな話をですね、――やっぱりなかな

か観光で考えたときに、かぶるっていうのも、

――なかなか、その、消極的にですね、乗るの

に消極的になる可能性もあるかなというふうに

思うんですけど、そこら辺のところは、八代市
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の対応はどやんふうに考えておられますか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（豊田正樹君） 

 ヘルメットの着用でございますが、野﨑委員

おっしゃるとおり、強制はできませんものです

から、ヘルメットを準備して、推奨というか、

ぜひお付けくださいというような御案内だけは

させていただきたいというふうには考えており

ます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ヘルメ

ットは用意されるということで理解しました。 

 引き続き、同じ項目なんですが、拠点整備の

工事ということで、くまナンゲートウェイ施設

造成費という、新八代駅に何か造りたいという

ふうに、予算がですね、あるみたいなんですけ

ど、そのゲートウェイ施設というのは、具体的

にどのようなものなんですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（豊田正樹君） 

 失礼いたします。 

 くまナンゲートウェイの建設の予定でござい

ますが、こちらは今、御質問の中にございまし

たとおり、新八代駅のですね、東口の屋外トイ

レの裏に、高架下にスペースがございますので、

そちらのほうに移動可能なトレーラーハウス形

式で２棟をくっつけた、連結させたというよう

なことで計画しとるところでございます。 

 こちらにはサイクリストというんですかね、

――のニーズが高い自転車の組立てスペースだ

ったり、更衣室、また、ロッカー、それから、

市の観光パンフレットとか、サイクリングコー

スとかの展示スペースを設けさせていただきた

いと思っておりますし、あわせまして、自転車

の貸出し、そういったものを行いたいというふ

うに考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございます。 

○委員（堀口 晃君） 先ほど百田委員からも

ちょっと質問があったところなんですが、企業

誘致の用地整備事業というような部分の中にお

いて、調査等委託ってあるんですけども、――

委託されるということですよね。職員も含めて、

何かそういう実行委員会か何か立ち上げてされ

るのか、もしくは、入札か何かで委託をします

よなんていうようなところ。委託というのは、

これどういうことなんですかね。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 先ほど

言いました数か所の候補地をですね、専門的な

見地から、地盤とか、インフラ整備とか、そう

いったところをですね、専門的な見地の業者さ

んから調査していただきたいというふうに考え

ております。 

○委員（堀口 晃君） それはもう先ほど聞い

たんで分かっておるんですが、入札なんですよ

ね。ということは、専門的な見地から、その４

か所を選んでいただく業者が幾つかあって、こ

ういったところがいいですよって言って、入札

出すのは、――どういった形で、この候補地を

選定する４か所を選ぶ部分において、調査の委

託をされるのか、ちょっとよく分からないんで、

ちょっと私、分かりやすいようにちょっと説明

してもらっていいですか。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 最初の

４か所と言いますのは、市のほうで候補地案を

出します。その４か所の……。（委員堀口晃君

「市が出すの」と呼ぶ）はい、その４か所をで

すね、専門的な見地から調査していただきたい

というところでございます。（委員堀口晃君

「了解しました」と呼ぶ） 

○委員（堀口 晃君） ４か所は市が提案する

んですね。その４か所について、どうなのかと

いうことを業者に委託して、それで、入札によ

って落札されたところが調査をするという、こ

んな話ですよね。 

 であるならば、その４か所というのは、市の

職員は誰が選ぶんですか。 
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○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 現在、

新八代駅周辺及び企業誘致用地の推進本部がご

ざいます。最終的には、そこで決めると思いま

すけども、その前に部会とかプロジェクトチー

ムがございますので、だんだんですね、ボトム

アップしていって、最終的に推進本部で決めた

いと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 今のは、――先ほど説

明の中において、八代市全域というようなこと

で言ってらっしゃって、今は、何か新八代駅周

辺とかっていうような話なんですけども。いや、

八代市全域は間違いないんですよね。部会で行

く。どの部会が選ぶんですかね。その部署はど

こが選ぶんですか。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 先ほど

申しましたのは、新八代駅周辺の整備と企業誘

致用地の推進本部がございます。その中で、企

業誘致用地に関わる部分のプロジェクトチーム

と部会がございます。というところで、説明し

たつもりでございます。（委員堀口晃君「分か

りました」と呼ぶ） 

○委員（堀口 晃君） 企業誘致のプロジェク

トチームというふうな部分においては、どの方

々がその任を担うんでしょうか、市役所内で。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 部会の

ほうはですね、各担当係長級、課長補佐級が集

まっております。プロジェクトチームのほうは、

各担当部次長さんたちが集まっていただいてま

す。 

○委員（堀口 晃君） 分かりました。ありが

とうございます。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（橋本隆一君） すいません、ちょっと

基本的なことで申し訳ないんですが、今回、デ

ジタル田園都市国家構想推進交付金ちゅうの活

用されて、いろいろ事業されてるんですが、こ

の交付金というのは、そもそも今年度、単年度

なんですか。それとも、これから継続される交

付金なのか、ちょっとお尋ねしようかなと。そ

れから、これから活用される、もし予定があれ

ば、どういった形でされるのかなと思いました。 

○観光・クルーズ振興課長補佐兼クルーズ振興

係長（篠原秀和君） デジタル田園都市国家構

想推進交付金につきましては、ちょっと中でで

すね、タイプが幾つか分かれておりまして、地

方創生推進交付金分というのに関しては、これ

まで、３年間とか計画期間に応じて出ていた分

になりますけども、それ以外のものは、おおむ

ね単年度の交付金になっております。（経済文

化交流部長岩﨑和也君「活用、何か、今回予算

としてそれを」と呼ぶ）今回、予算として活用

しているのは、観光の分のアウトドアツーリズ

ムに関するものですね。 

○委員長（増田一喜君） 分かりました。 

○委員（橋本隆一君） 大体理解できました。 

 続けて申し訳ないんですが、この今回出てる

のは、サテライトオフィス管理運営事業も、こ

の交付金を活用されておられますけれども、本

市、――地域見ると、いろんな空き店舗、廃校

になった校舎等ですね、そういったところを、

今後活用される見込みちゅうか、予定ちゅうの

は、この交付金を活用されるか、ほかの交付金

があるか、助成金があるか分からないんですが、

こういったサテライトオフィス管理運営事業に

適用されるような構想はありますですか。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 令和５

年度にですね、取りあえず宮地東小跡をします

もんですから、その具合を見てですね……。

（委員橋本隆一君「内容見てですね」と呼ぶ）

検討していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。また

質問させていただきます。 
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○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、文化セン

ターの施設整備事業ということで、今回、４８

００万円、これ上がってるかと思います。 

 今回ですね、新たな施設整備ということで、

大きなですね、ホールとかそういう話があって

るんですけれども。これだけお金かけて、ここ

整備するということは、ここは残していくとい

う方針なんですかね。もうそういうふうに決ま

ってるんですか。まあ、公共施設の、まあ、い

ろいろとこう、取捨選択というかですね、残し

ていく、残していかんというような話もあると

は思うんですけども、そういったことで、もう

ここは残していくんだというふうな方針が決ま

ってるのかどうか。いかがですか。 

○理事兼文化振興課長（丸山尊司君） 失礼い

たします。 

 今、ホール施設を、――４つありますけれど

も、今のところ、どこを残すとか残さないとか

いう具体的なですね、方針等は決まってないと

ころでございます。 

 以上でございます。 

 今回の整備については、もう老朽化等で至急

したほうがいいというような部分の改修工事に

なっているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。今回、

老朽化ということで、救急にやるというような

ことでしたんで、理解したいと思います。 

 すいません、八代市トップアスリート育成事

業ということで、何年もですね、続けてやって

いただいて、非常にありがたいなというふうに

思ってます。これについてなんですけれども、

今現在ですね、何名ぐらいおられるのか、トッ

プアスリート、その認定されてる方ですね、い

らっしゃるのかというのが一つと。今回、予算

がですね、１２０万円というようなとこで、あ

るんですけれども。いろいろですね、ここに認

定されて、ここに一生懸命やっておられる方が

たくさんいらっしゃると思うんですけれども、

そういう方々を含め、保護者の方からもですね、

いろいろ御要望とかですね、多分いろいろ出て

ると思うんですよ。そういった御要望というよ

うなところが、今回の予算にどれぐらい反映さ

れてるのか。というのはあるんでしょうか。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）スポーツ振興課、本村でございます。 

 まず、委員御質問のトップアスリートの指定

選手ですけども、令和４年度におきましては、

２０名指定をしております。 

 この事業につきましては、平成２６年から開

始しておりまして、これまでですね、８５名を

指定しているところでございます。 

 それと、予算の反映でございますけども、今

回１２０万円、予算を組んでいるところですけ

ど、前回からはですね、３０万円減額というふ

うになっておりますけども、総事業費としては

ですね、前回と同じ内容で行う予定です。とい

うのも、八代市トップアスリート育成事業につ

きましては、八代市スポーツ協会さんへのです

ね、補助事業というような形で行っておりまし

て、八代市スポーツ協会さん、すいません、八

代市スポーツ協会さんも、ぜひともトップアス

リートに力を入れたいというのはですね、強い

お言葉をいただいておりまして、人もさること

ながら、お金のほうもですね、支援したいとい

う強いお言葉を、温かいお言葉をいただいてお

りまして、不足するという言い方は変なんです

けども、減額部分は八代市スポーツ協会さんの

ほうで補うというような形になっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 あと２つだけよろしいですか。 
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 すいません、大相撲八代場所の開催事業とい

うのが、今回上がってます。６３０万円ぐらい

あります。何年ぶりかだというふうに思うんで

すよね。あんときも非常に盛り上がって、非常

に、――私も見せていただいて、非常に楽しか

ったなというのがあって、またうれしく思って

るんですけれども。この事業の目的と場所、多

分あそこだろうかなというふうには思うんです

けど。場所と、あとこの収支っていうのはどの

ようになるのか。八代市がお金を出して、呼ぶ

というか、興行するんだろうとは思うんですけ

れども、それで収支が出るのかどうかという話。 

 ともう１点なんですが、体育施設整備事業と

いうことで、４３００万円ぐらいあります。こ

ちらについて、市民球場の防水ですね、漏水改

修工事というのがあるかと思うんですけれども、

こっちは昨年も多分やってもらったっていうふ

うに思ってるんですけど、今回も、今年も計上

されてるというのがあったんで、これの内訳、

どういったことをやるのかというのを教えてほ

しいというのがあります。 

 あと、東陽スポーツセンターの屋内消火栓の

ポンプ取替工事というのがあるんですけど、こ

れがどれぐらい年数経過してるものなのか。老

朽化なのか、取替えのですね、する意味という

かですね、それについて、ちょっと教えてほし

いなというふうに思います。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） おはよう

ございます。スポーツ振興課、本村でございま

す。 

 まず、大相撲八代場所でございますけども、

前回、平成２７年度に開催しておりまして、今

回８年ぶりというようなところでございます。

大相撲八代場所につきましては、前回３３００

名ほど入ってですね、非常に盛り上がったのは

ですね、委員も御承知かと思いますけども。そ

の際にもですね、幼稚園から小学校、中学校の

学校観戦を含めてですね、大変よかった、また

ぜひともしていただきたいというような、言葉

だったり、お手紙もいただいてるところでござ

います。そのような中ですね、我々も、ぜひと

も近いうちにできないかなというようなところ

だったんですけども、大相撲巡業自体がですね、

――実行委員会というのが熊本でありまして、

そちらの方々が場所を選んでいくというような

ところです。いろんな市町村があって、誘致、

――誘致ですね、大相撲巡業自体を誘致という

ような形で選んで、――我々も打診していたん

ですけども、今回となったというようなところ

でございます。 

 収支につきましては、今回ですね、誘致に当

たって、向こうの実行委員会と協議いたしまし

て、これぐらい、――これぐらいの支援内容だ

ったらば、八代市で開催できますよというよう

なところで、八代を選んでいただいたというよ

うなところです。 

 八代市のスタンスとしては、向こうのですね、

収支、――まあ、要は、実行委員会にはもう入

りません。入らなくて、収支についても、もう

黒字が出ようが、赤字が出ようが、もう八代市

としてはもう、側面的な支援、予算を組んだ、

――組んだ予算のみの支出というようなところ

でございます。 

 次が、市民球場でございますけども、前回防

水の工事をしとりますけども、前回の防水の工

事というのがですね、観覧席のですね、上の防

水の工事をしとります。今回の予算に当たって

は、まずフェンスですね、バックネットのステ

ンレスのフェンスの分と、委員御質問の、お尋

ねの防水工事はですね、――グラウンドがござ

いまして、ここに審判席とかが、こう座るとこ

ろがあるんですけども、ちょっと土から入った

ところになっとりますので、そこからですね、

土の下からこう漏れてくるんですよね。ですの

で、土、――何と言ったかな、スタンド、――

待機席ですね、審判さんの待機席に漏れないよ
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うな防水工事をするというようなところです。 

 最後に、東陽スポーツセンターでございます

けども、東陽スポーツセンターがですね、平成

７年に建てられておりまして、それから、今回

ホースというのは、火事とかそういったのがあ

ったときに、自動でこう送り込むようなホース

でございますけども、平成７年から数えますと

……。（経済文化交流部長岩﨑和也君「２８年」

と呼ぶ）２８年たっておりますので、まあ、大

体３０年が耐用年数ですので、それを切り替え

るというようなところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 大相撲のほうなんです

けど、八代市のほうで呼び込むために、実行委

員さんの方々に、これぐらいでいかがですかっ

て、来ていただけないですかっていうような御

提案をしてると。それで来ていただいたという

ようなことでよろしいんですよね。（スポーツ

振興課長本村秀記君「はい」と呼ぶ） 

 うちとしては、もうこれだけしか出せません

よという、あとは収支は分からんですと。八代

市としては、スタンスとしては、八代市でまた

開催してほしいというのがあったんで、ぜひそ

ういうのを、前回みたいに喜んでもらえるよう

にやりたいんだというようなことで理解しまし

た。 

 あと、消火栓の関係なんですけど、まあ３０

年ぐらい、約たってるっていう話なんですけど。

うーん、３０年ぐらいというと、そうですかね

という感じなんですけど、老朽化っていうとこ

ろでよろしいんですかね、考え方としては。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） スポーツ

振興課、本村でございます。 

 今、管理係のですね、専門的な永山係長に聞

いたところ、老朽化でオーケーということです

ので、老朽化ということでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。まあ、

どれぐらいのポンプなのかが、ちょっと私には

想像つかんとですけれども。結構かかるなとい

うのが、ちょっと正直なところです。 

 はい、以上です。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） 先ほど橋本委員も野﨑

委員もちょっと質問されたんでですね。サテラ

イトオフィスの件で、この令和４年度にデジタ

ル田園都市国家構想交付金事業という分でされ

るんですけども、この宮地東小学校は、以前整

備やってましたよね。撤退された後の部分なん

でしょうけども、ここの部分で、先ほどお答え

いただいたんですけども、何か収支はあるのか

っていうことで、大きなホールが３つほどあっ

て、１つ４万円というふうな部分なんですが、

前回おやめになられた経緯というふうな部分、

要は、自分たちがもう、それから目指して、―

―宮地東小学校を目指していこうとして得た部

分とは、若干こう方向性が変わったという話で

よろしいんですかね。たまたま補助金があった

けん、それを使って整備をするっていう、こう

いうことなんでしょうかね。今までは民間委託

というような部分でやってきたと思うんですけ

ども、今回は直営というふうなお話を聞いて、

――えっ、変わったのかなというようなイメー

ジがあったんで、そこのところをちょっと説明

してもらっていいですか。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 現在行

った、――この、以前されてた民間の事業者の

方は、そもそも、よその他県で飲食業をされて

たところでございます。そちらのほうが、コロ

ナ等の関係で非常に経営が悪い状況になって、

併せて宮地東小学校も撤退されたというところ

で聞いているところでございます。 

 今回の直営でございますけども、今の社会の

時代の流れで、こういったリモートワークとか、

遠隔での、どこでも仕事ができるというような

趣旨、社会の流れ、――といった流れの中でで
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すね、そういう施設の整備をするというところ

でございます。 

○委員（堀口 晃君） 施設の整備をすること

が云々かんぬんって言ってるんではないんです

ね。確かに、あるものは活用する。まあ、市の

方針として、民間に委託をして、そこで活用し

ていただこうというのが、本来八代市の趣旨じ

ゃなかったのかなというような思いがあるもん

だけん。今回直営っておっしゃったけん、その

直営って、どこでどやんふうなことで変わった

のかなということが、私がちょっと分からない

とこなんで、そこのところをちょっと教えてい

ただきたいなと思ってですね。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 以前は

ですね、普通財産として、財産経営課のほうが

民間に貸し出されていたというところでござい

ます。今回は目的がございますので、行政財産、

うちの商工・港湾振興課のほうで所管を持ちま

して、するということになりますので、市のほ

うが責任を持って、施設の管理をするというふ

うになります。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 普通財産から行政財産

に変わったというふうなことですよね。 

 ここのサテライトオフィスだけではなくて、

ほかの部分がたくさんあって、売却であったり

とか、いろんなスクラップアンドビルドってい

うような部分もありますんでね。この直営でや

られるというのは、非常にこう何か、今までの

こう市の姿勢からちょっと違う方向なのかなと

思ったもんだけんが。まあ、でも、それをです

ね、頑張っていただければなというふうに思い

ます。 

 全然違うとこなんですけども、八代港港湾物

流ＤＸ促進事業の部分でお聞かせいただきたい

んですけども、一般質問でもありましたけどね、

何かよう分からんかったんですよ。この八代港

港湾物流ＤＸ促進事業というふうな事業自体が

ちょっと分からないんで、そこに５００万円と

いうふうな部分の積算もちょっとよく分からな

い。上限が２５０万円の２業者ということを書

いてありますけども、どんなことをされて、ど

んな効果をもたらす、期待をされているのか。

そこをちょっとお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 先ほど

からありますように、ＴＳＭＣ関連でですね、

荷物の増加等に対応するために、市内にですね、

所在いたします物流拠点に、港湾物流業務効率

化システムをですね、新たに導入する港湾運送

事業者に対しまして、予算の範囲内で、今回の

補助金を交付するというふうにしております。 

 詳しく説明いたしますと、物流拠点、輸送、

保管、その他の物資の流通に係る業務を行う施

設で、港湾運送事業法の港湾運送事業者でござ

います。その事業者の方が、港湾物流業務の効

率化システムですとか、コンテナ台帳サービス

ですとか、ヤードプラン、ヤードオペレーショ

ン、ゲートシステム等々をですね、――のデジ

タル化を進められた場合にですね、補助金を１

社上限で２５０万円、――２分の１、上限２５

０万円で出そうというふうに積算をしておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） ですからね、港湾物流

効率化というのが、私、よう分からない。その

システムづくりというふうな部分と、――２５

０万使って、どんな効果があるのかという、要

は、税金を使って投入するわけですんで、その

効果をやっぱり検証しないといけないんだろう

と思うんで、期待する効果というのは、具体的

に分かりやすく、港湾運送業者がデジタルを使

ってって、イメージが全然湧かないんですよね。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 例えば

ですね、コンテナヤードで言いますと、今、全

てアナログで事務作業されとります、予約等で
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すね。そういったものをデジタル等で置き換え

ることによって、人が要らないとか、――とか、

トラックがコンテナヤードの前に、道路が渋滞

するほど並ぶんですね。そういったこともなく

なるという、効率化ができますもんですから、

働き方改革等々ですね、スムーズになるという

ふうに考えております。 

○委員（堀口 晃君） ということは、先ほど

のコンテナの量と関係してくるのかなと思うん

ですけどね。今、２万４０００ＴＥＵぐらいい

っています。過去最高であって、４万ＴＥＵを

目指しているっていう部分。そこについては、

今言う、アナログではなくてデジタルを使うと、

そこの３万ＴＥＵとか４万ＴＥＵとかっていく。

こういうふうなことの、事業者がそれを開発す

ることによって、補助しましょうという、こう

いうやつなんですかね。（商工・港湾振興課長

松永貴志君「はい」と呼ぶ）あっ、分かりまし

た。 

 次がですね、――ちょっといっぱいあるんで、

取りあえず先に言いたいんですけども、先ほど

野﨑委員がおっしゃられた部分なんですけども、

――文化センター施設整備ということで、鏡町

の文化センターをという。図書館の部分も含め

て、いろんな博物館も含めて、いろんな整備が

やっぱ必要になってきますよね。その中で、厚

生会館の整備という部分が、ちょっと大分探し

たんですけども、厚生会館っていう、整備とい

う部分が見当たらなかったんだけども、厚生会

館は、ホールは今のところ使用しないという方

針は決まってると。そのほかの部分については、

やっぱ使用したいというふうに考えていらっし

ゃって、厚生会館の館長もいらっしゃるわけで

すよね。いないのかな。まあ、いいんですけど

も、今回、この施設整備の部分について、厚生

会館の整備が入っていない理由を聞かせてくだ

さい。 

○理事兼文化振興課長（丸山尊司君） 失礼い

たします。 

 委員御承知のとおり、厚生会館は、今現在、

方針としてホールは再開しないということで、

閉館中でございますので、実際、人を入れて何

か催物をするということは、基本的にやってな

いというところで、最低限の維持管理をしてい

るところでございますので、特に予算に反映す

るような部分というのは出てきてないというと

ころでございます。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 閉館中という。だって、

ホールは使わないって言ってて、その後、ピロ

ティという部分が何か活用できないかという部

分でやって、まあ、皆さんにしたら、公募した

らなかったけんが、もう閉館しますって、こん

な話にはならん話なんでね。言うならば、あそ

こはもう、市の市有財産というようなことで、

今、整備に必要なやつが見受けられないって言

ったけども、この間経済企業委員会であそこに

視察に行ったけど、いろんなところにクラック

が来たりとか、いろんな部分をしてますよね。

ホールは使わないって言ったけども、そのほか

のところは使えますよというような話を最初聞

いてたんですよね。そこの部分について、今は

そんな整備をするような部分は見受けられない

って言ったけど、いや、見受けられるでしょっ

て。何で今回の当初予算に、厚生会館の整備が

入ってないのかという分は、もう一度お聞かせ

ください。 

○理事兼文化振興課長（丸山尊司君） ただい

まの御質問ですけれども、委員御承知のとおり、

民間提案募集をホワイエ部分、ホール以外の部

分についての募集をいたしましたけれども、手

が挙がらなかったというところで、今現在、利

活用については、そういう、まだ方針が決まっ

てないというところで、まだ、人を入れてとい

う、先ほど言いました、そういう活用の部分が

ございませんので、緊急にお金をかけて補修す
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るというようなところはないというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 最初の方針はそうじゃ

なかったですよね、閉館をするっていう話は。

皆さん使ってくださいよっていう話だったんで

すよね。それが、募集をかけたらなかった。じ

ゃ、閉めます、整備もしません、補修もしませ

んという、こういうことじゃないと思うんです

よね。やっぱ今後そういうふうな形でピロティ

を活用していこうという考えがあられるならば、

じゃ、補修しましたよ、こんなきれいになりま

したよ、こんな使い方がありますよというよう

なことで、もう１回補修をした後にですね、そ

の辺のところの部分を活用しませんかというよ

うなことで、皆さん方にまたアプローチしても

ええような気がするんですけども。どうもです

ね、私は最初から、もう厚生会館はもう閉館し

たまま、最初はもうホールは使わないって言っ

たけども、今度は閉館して全体を使わないって

いうふうに方針が変わったんですか。部長、ち

ょっとそこは教えてください。 

○経済文化交流部長（岩﨑和也君） 先ほど課

長が申しましたとおり、ホールは使わない。た

だ、ホワイエ等が使える分については、活用の

方策を検討するということで、公募をいたしま

して、まあ、応募がなかったと、利用に関して。

ということで、そのような状態がずっと続いて

まいりました。この前、一般質問等でもありま

したけれども、（仮称）文化コンベンションセ

ンターの中で、私のほうで答弁させていただき

ましたけれども、厚生会館機能の移転も勘案し

つつというような、整備するというようなお話

を答弁をさせていただきました。そのような考

え方もあるもんですから、整備につきましては、

今ペンディングしてるというような状況でござ

います。 

○委員長（増田一喜君） 待ってください。小

会します。 

（午後０時０２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１０分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 それでは、午前中の審査はここまでとし、し

ばらく休憩いたします。午後は１３時１０分か

ら再開いたします。 

（午後０時１０分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１０分 開議） 

○委員長（増田一喜君） 休憩前に引き続き、

経済企業委員会を再開いたします。 

 それでは、第６款・商工費及び第９款・教育

費について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろと質問させて

いただきまして、理解したところです。 

 もう意見ということなんで、サテライトオフ

ィスのですね、管理なんですけど、新しい形態

で直営でやっていくという話でしたし、あと、

これからですね、ニーズがあるようなところの、

まあ、新しい取組だろうなというふうに思いま

す。収支についてもですね、全部入ったら、プ

ラスになるんだというような見込みもあるみた

いですので、ぜひ頑張っていただきたいなと、

そういうふうに思います。 

 あと、八代港ポートセールス事業なんですが、

コンテナの取扱量についても、どんどんどんど

ん伸びてきていて、あわせて補助金のほうもで

すね、もう２億円というようなことになってま

す。目標は４万ＴＥＵというようなことでした

んで、このままいけば、単純に倍まではいかな

いですけど、補助金のほうもですね、それに近
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いような、４億円ですね、それぐらいまでいく

のかなというふうに思うんですけど、どっかで

ですね、そこまで補助金を出していくのかどう

かというのがあるんですけれども、補助金少な

く利用していただけるようなですね、形に何か

ならんといかんかなというふうには思ってます

し、そういったところの検討も必要かなという

ふうに思ってます。 

 あと、ＴＳＭＣ関係で、まあ、荷物を多分増

やそうと、もちろん取らんばいかんなというふ

うに私も思いますけど、そのキャパシティーが

ですね、港のキャパシティーというのがどれだ

けあるのかというのもあります。４万ＴＥＵ来

たときに、ちゃんとそれ、ものをですね、物流

が成り立つのかどうかというのもありますんで、

そこら辺のところもですね、県に対する要望と

かも必要じゃないかなというふうに思いますん

で、よろしくお願いしたいなというふうに思い

ます。 

 あと、新八代駅周辺のですね、――新八代駅

周辺とは言わないんですけど、企業誘致の整備

ですよね。場所の整備なんですけれども。こち

らのほうも、何か所か選んでというような話で、

最終的にはプロジェクトチームのほうで選んで

いくんだというような話でしたけれども、こち

らのほうもですね、スケジュールのほうはです

ね、この間一般質問のほうでも話聞きましたけ

れども、よりですね、迅速にですね、対応して

いただいて、逃さない、このチャンスを逃さな

いようにですね、ぜひ取り組んでいただきたい

というのと。百田委員言われましたけど、千丁

のほうのですね、関係、私も覚えてます。非常

に待っとられる方もですね、多分いらっしゃる

というふうに私も思うんで、ぜひ、まあ、そこ

ら辺のとこも選定の中に入られるというふうに

お伺いしましたんで、ぜひですね、そこら辺の

ところも、昔の、過去の経緯もですね、考えな

がら、調整していっていただきたいというふう

に思います。よろしくお願いいたします。 

 あと、ふれあいセンターいずみの関係、こち

らも年々ですね、ずっとコロナの関係もありま

したけれども、非常に少なくなってきてるんだ

なというのがあって、どうにかやっぱてこ入れ

せんといかんかなというふうに私も思ってまし

た。今回、道の駅登録を目指してということで

したんで、東陽のほうがですね、非常にいい形

でですね、道の駅になって、いい方向に進んで

るかなというふうに私は思ってますんで、ぜひ、

いずみのほうもですね、早く、この道の駅ので

すね、登録認定できて、施設整備もできて、集

客ですね、見込めるように頑張っていただきた

い。そのように思います。 

 あと、ＤＭＯやつしろの補助金の関係なんで

すけど、こちらのほうが、当初、設立当初はで

すね、稼げる、自分たちで稼いでというような

ところの団体になってほしいというか、ならな

きゃいけなかったんですけれども、途中でです

ね、その形態が変わったというのはありますけ

れども、やはり八代市のほうから補助金がです

ね、人件費のほうがこれだけ出てるというのは、

やっぱ事実でありますんで、できる限りですね、

今後コロナ禍で、いろんな行事等もですね、復

活してくるという中で、やはり稼げるですね、

団体になってもらうように、八代市のほうもで

すね、一緒になって取り組んでいってほしいな

というふうに思います。 

 あと最後にですね、八代市トップアスリート

育成事業なんですけど、御説明いただいて、次

年度の予算は少し減額されるけど、今までどお

りの予算、総予算でやっていくんだと。その内

訳としては、八代市スポーツ協会のほうからで

すね、いただけるお金があるからという話だっ

たんですけど。できればプラスでですね、そう

いうふうになればよかったなというふうに思い

ます。できる限り、こういう事業に対してはで

すね、子供たちの育成とか、そういうのに対し
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ては、お金をですね、もう少しやっぱちょっと

用意しながらですね、取り組んでいただきたい

し、プラス、そういった八代市スポーツ協会の

思いというのがあれば、また、さらにですね、

予算も増えて、いろんな事業をできるんじゃな

いかなというふうに思いますんで、そこら辺の

ところを、減らさずに、何とかですね、増やす

方向で、ぜひお願いしたいというふうに思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（百田 隆君） 今回、企業誘致ちゅう

ことで、新しくまちづくりを始められます。 

 以前ですね、沖田市長のときにですね、新八

代駅前より、面積は忘れましたけど、かなり大

がかりな面積を提案されたことがあります。そ

のとき、我々は、そぎゃん広かったら、どぎゃ

んすっとだろかというような感じだったですけ

れども、今となってみればですね、よう、その

時、実行しておけばですね、企業誘致なんかも

かなり進んでおったんじゃなかろかと思って、

思いがあります。そういうことでありますので、

今まで努力してきた吉王丸とか、あの周辺もあ

りますし、そして、その周辺をまた、何ちいい

ますか、見渡して、面積を広くするというよう

なことも可能だと思います。そこでですね、や

はり企業誘致というのは、ソフト面・ハード面

もです。今回はもうハード面でございますけど

も、両方に力を入れてですね、八代市民がです

ね、やっぱり、この八代市で働いてよかったと

いうような思いができるような、やはり企業誘

致対策をつくっていただければという思いを持

っとりますんで、よろしくお願いしときます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、第６款・商工費及び第９款・教育費

についてを終了いたします。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後１時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１９分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第５款・農林水産業費及び第１

０款・災害復旧費について、農林水産部から説

明願います。 

○農林水産部長（尾﨑行雄君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）農林水

産部の尾﨑でございます。 

 議案第８号・令和５年度八代市一般会計予算

中、当委員会に付託されました農林水産部関係

分につきまして、着座にて総括を述べさせてい

ただきます。 

 ようやく３年越しに落ち着きを取戻しつつあ

る新型コロナウイルス感染症につきましては、

対策の緩和措置があるものの各自で留意しなが

ら、本市の重点戦略に掲げてある、稼げる農林

水産業の実現のために、新たなニーズを的確に

捉えるとともに、関係機関と協議を行いながら、

効率よく各事業を実施してまいります。 

 また、少子高齢化に伴う担い手の確保や資材

高騰等の影響で所得向上が課題となっている農

業分野において、若手農業者や農業団体などと

共同で、スマート農業技術の導入に向けた調査

研究や現場実装を見据えた担い手の人材育成な

どの支援を引き続き行うとともに、八代産畳表

の認知向上や需要拡大を図ってまいります。 

 さらには、森林環境譲与税を活用し、森林資

源の適切な管理を支援する取組も行ってまいり

ます。 

 それでは、農林水産業費の主なものにつきま

して、説明させていただきます。 

 まず、農業総務費では、農振法で定められた

５年に１回の基礎調査を令和４年度に実施しま

したので、今年度は必要に応じて、農用地区域

への編入・除外などの全体見直しを行います。

また、新規事業としまして、皇室行事である新
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嘗祭に献納する米と粟を熊本県の振興局が所在

する１０の地域で持ち回りにて実施されており、

今年度は本市で栽培する献穀事業を予定してお

ります。 

 次に、農業振興費では、市内居住者が八代産

畳表を使用して張り替えを行う際に助成を行い

ます、畳表張替え促進事業や、イグサの産地存

続のために農用機械のオーバーホールなど延命

化するための、い業機械再生支援事業、八代産

農林水産物を台湾や香港などの海外へ販路の拡

大を目指します、フードバレー輸出促進事業、

畳表を一般消費者や民間事業者に対してアプロ

ーチを行い、需要拡大につなげる、八代産畳表

認知向上・事業拡大推進事業、令和４年度から

の事業で、担い手の確保、育成や農作業の負担

軽減、生産技術の向上など、デジタル技術を導

入し、課題解決につなげる、スマート農業推進

事業などを継続して実施します。また、新規の

取組として、ウクライナ侵攻等により化学肥料

の原料が高騰しており、地域内で有効活用でき

る新たな資材として、化学肥料に代わる下水汚

泥を肥料として活用するための下水汚泥肥料実

証試験事業を予定しております。 

 次に、園芸振興費では、これまでの取組によ

り令和４年度に発症率を低減させることができ

たトマト黄化葉巻病対策を継続して行うための

園芸・果樹振興対策事業などを予定しておりま

す。 

 次に、農地費では、市が管理する排水機場の

維持管理事業や、土地改良施設維持管理適正化

事業、農業・農村の多面的機能の維持・発揮を

地域で図るための、多面的機能支払交付金事業、

市内の集落排水路改修工事、農道等の改良工事、

排水路や農道の維持修繕などの費用として実施

します市内一円土地改良整備事業などを予定し

ております。 

 次に、地籍調査費では、地籍調査事業を令和

５年度実施予定の大部分を令和４年度事業予算

として前倒しし、３月補正予算にてお願いして

おり、当初予算と併せて実施をいたします。 

 次に、林業振興費では、林業の成長産業化と

森林資源の適切な管理の両立のための森林経営

管理事業や作業道の維持修繕、森林の下刈り・

間伐などに要します森林整備事業、鳥獣被害対

策実施隊員の活動に要する経費として、有害鳥

獣被害対策事業などを予定しております。 

 次に、林道新設改良費では、林道の舗装工事

に係る測量設計費及び工事請負費などの市内一

円林道新設改良事業と令和４年度からの事業で、

林道の改良、舗装などを行います、道整備交付

金事業を予定しております。 

 次に、水産業振興費では、アサリの資源回復

や干潟の保全、漂着物の除去などに取り組む活

動組織に対して、事業費の一部を負担いたしま

す、環境生態系保全事業は、令和５年度も４組

織が活動を実施する予定でございます。また、

水産資源の回復、増大を図るために、ヒラメ、

タイワンガザミ、カサゴ、ウナギ、アユなどの

放流を行います、栽培漁業振興事業や令和５年

度の水産基盤整備交付金事業では、二見漁港の

航路しゅんせつを行う予定としております。 

 最後に、林道施設災害復旧費として、令和４

年台風１４号により被災した泉町の林道福根線

等４路線７か所の工事請負費であります、林道

施設災害復旧事業を予定しております。 

 以上、農林水産部関係分の予算編成に当たり

ましての総括といたします。 

 なお、詳細につきましては、豊田農林水産部

次長が説明いたしますので、御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 農林水産部、

豊田です。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第８号・令和５年度八代市一

般会計予算中、農林水産部所管分について説明

いたします。着座にて失礼いたします。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 
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○農林水産部次長（豊田浩史君） それでは、

予算書の１３ページをお願いします。 

 まず、全体的なところで、歳出の款５・農林

水産業費で、総額２７億３９７２万３０００円

を計上し、前年度比１億４７８２万３０００円

の増となっております。 

 款１０・災害復旧費では、１２億７４２６万

８０００円のうち、農林水産業施設災害復旧費

としまして、４億２１３０万２０００円を計上

しております。 

 それでは、歳出の主なものについて説明いた

します。 

 ８１ページをお願いいたします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目２・

農業総務費で、４億２３７６万２０００円を計

上し、前年度比９６７万３０００円の増となっ

ております。 

 説明欄の職員の給与経費のほかに、農業振興

地域整備計画管理事業としまして、２４３万２

０００円を計上しております。これは、令和４

年度に実施しました土地利用状況の基礎調査結

果を踏まえ、農業振興地域整備計画の全体見直

しを行うための図面データや整備計画の策定に

要する経費などです。 

 次に、八代市献穀事業としまして、２５０万

円を計上しております。これは、皇室行事であ

ります新嘗祭に米と粟を栽培し献納するため、

その推進母体となる八代市献穀事業推進協議会

の活動に要する経費の２分の１を負担するもの

でございます。 

 ８２ページをお願いします。 

 目３・農業振興費で、２億１７０５万４００

０円を計上し、前年度比１７７７万２０００円

の減となっております。 

 説明欄１行目のい業振興対策事業では、２７

８６万７０００円を計上しております。 

 内容としましては、まず、畳表張替促進事業

に５００万円を予定しております。これは、市

内在住者が八代産畳表を使用して張り替えを行

う際に、１畳当たり１０００円を助成するもの

です。 

 次に、イグサ・畳表専用機械の修理に係る経

費を助成する、い業機械再生支援事業として１

７６０万円、市有施設の畳表張り替え経費１３

５万円、熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協議会

への負担金１４０万１０００円などです。 

 特定財源としまして、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金１８９５万円を予定しており

ます。 

 次に、６行目の八代市農地集積対策事業では、

１６００万円を計上しております。これは、担

い手の農地の規模拡大に伴い必要となる機械設

備等の導入に対し補助するもので、新規の賃借

権設定により、１ヘクタール以上の規模拡大を

図った担い手に対し、補助率２分の１以内で１

００万円を上限に補助するものです。 

 なお、０.５ヘクタール以上の中規模の拡大

に対しましては、５０万円を上限に補助するこ

ととしております。 

 ２行下の中山間地域等直接支払制度事業では、

２６９３万６０００円を計上しております。こ

れは、農業生産条件が不利な中山間地域におい

て、集落や地区単位で農地を維持管理していく

ための協定を締結し、農業生産活動を行う場合

に、農地の面積に応じて一定額を交付するもの

でございます。 

 令和５年度においては、二見、坂本、東陽、

泉の合計２８地区で、農地の適正管理や景観作

物の作付け、水路や農道等の維持管理、周辺林

地の管理などに取り組み、中山間地域の農地の

保全と農業の維持を図ってまいります。 

 特定財源としまして、県支出金１９５５万９

０００円を予定しております。 

 次に、６行下のフードバレー輸出促進事業

（地方創生）では、１６４５万１０００円を計

上しております。これは、台湾や香港でのフェ
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アの開催や見本市出展等の活動を通して、市内

事業者の海外展開、販路開拓・拡大に取り組む

ものです。 

 主な内容は、海外販路拡大業務委託６７０万

円、海外マーケティングアドバイザー業務委託

１６０万円、商流構築サポート業務委託２００

万円、海外渡航旅費２４０万７０００円、熊本

県やつしろ晩白柚ブランド推進協議会負担金１

２３万２０００円のほか、令和５年度は、八代

市と台湾基隆市の友好交流協定の締結５周年を

迎えますことから、当該記念行事関連で１００

万円を予定しております。 

 特定財源としまして、デジタル田園都市国家

構想交付金（地方創生推進タイプ）７３２万９

０００円を予定しております。 

 次のフードバレー６次産業化等推進事業７０

８万４０００円は、商品開発アドバイザーと連

携し、６次産業化・農商工連携による商品開発

の支援や、地域内特産物の高付加価値化への支

援などに取り組むものです。 

 内容としましては、新商品開発・販路拡大に

係るマッチング業務委託として５８万７０００

円、このほか、商品開発アドバイザー業務委託

費１６５万６０００円などを予定しております。 

 特定財源としまして、デジタル田園都市国家

構想交付金（地方創生推進タイプ）８２万８０

００円を予定しております。 

 ２行下の八代畳表認知向上・需要拡大推進事

業１５００万円は、国産畳のシェア拡大を目的

に、畳関連業者らとの官民連携で設置した八代

産畳表認知向上・需要拡大推進協議会において

実施する八代産畳表の認知向上と需要拡大のた

めの事業の一部を負担するものです。 

 特定財源としまして、事業費の３分の２につ

いて、ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金

など１０００万円を予定しております。 

 次に、農業次世代人材投資事業２１６１万２

０００円は、４９歳以下の青年就農者について、

経営が不安定な就農初期段階にある５年以内の

所得確保を目指すため、１人当たり年間最大１

５０万円を交付するものでございます。令和５

年度の交付予定者は２０名を予定しております。 

 特定財源としまして、全額県支出金を予定し

ております。 

 なお、本事業は令和３年度で終了しておりま

すが、令和３年度までに交付対象となった方に

対して、事業完了年度の令和８年まで交付され

る予定です。 

 次の新規就農者育成総合対策事業は、ただい

ま説明しました、農業次世代人材投資事業の改

訂版で、農業への人材の一層の呼び込みと定着

を図るため、認定新規就農者に対して１人当た

り年間最大１５０万円を最長３年間補助するも

ので、令和５年度の対象者は、夫婦合算の２組

を含む７名で、９００万円を予定しております。 

 ８３ページをお願いします。 

 スマート農業推進事業（地方創生）で、１６

３０万６０００円を計上しております。これは、

令和４年度からデジタル田園都市国家構想交付

金（地方創生推進タイプ）を活用した事業で、

スマート農業技術の導入等を通じて、担い手確

保・育成等の課題解決を目指すものです。 

 内容は、スマート農業プロジェクトの推進母

体として、県やＪＡはじめ若手農業者が参加す

る、スマート農業やつしろ未来創生会議が実施

する調査研究や技術実証などへの負担金１５０

５万６０００円をはじめ、スマート農業技術の

導入を検討する農業者グループの先進事例調査

研究費補助２５万円、担い手育成研修としまし

て、八代農業塾でのスマート農業特別講座への

補助１００万円を予定しております。 

 特定財源としまして、国庫支出金８１５万３

０００円を予定しております。 

 ２行下の下水汚泥肥料実証試験事業２２８万

９０００円は、下水汚泥を原料とした肥料の実

証試験を実施し、安全性や有用性を実証し、将
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来の下水汚泥肥料の普及の可能性を検討するも

ので、事業主体となる循環型肥料普及促進協議

会への補助を予定しております。 

 特定財源としまして、全額、ふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金を予定しております。 

 次に、目４・園芸振興費で、９６３万２００

０円を計上し、前年度比１０７万７０００円の

減となっております。 

 園芸・果樹振興対策事業４８７万６０００円

は、トマト黄化葉巻病対策事業補助金として２

７９万円を計上し、黄化葉巻の原因となるシル

バーリーフコナジラミの蔓延防止に向けて、令

和４年度に引き続き、地域で取り組む除草作業

等に要する経費を補助するものです。 

 このほか、晩白柚の生産維持拡大を図るため

の新・改植に係る苗木購入や品質向上のための

資材の購入など、晩白柚生産支援事業補助金５

０万円を予定しております。 

 特定財源として、ふるさと八代元気づくり応

援基金繰入金３２９万円を予定しております。 

 下段の目８・農地費です。１２億８４０２万

９０００円を計上し、前年度比１億３１８０万

４０００円の増となっております。 

 主な事業につきまして、８４ページをお願い

します。 

 説明欄の１行目、排水機場維持管理事業７６

５１万７０００円は、市が管理する１５の排水

機場の重油代や電気料、運転業務委託費など、

維持管理に係る経費でございます。 

 ５行目の非補助土地改良融資事業６０００万

円は、国・県の補助事業とならない排水路や農

道等の基盤整備を、資金の融資を受けて行うも

ので、かんがい排水路改修などに係る工事請負

費でございます。 

 特定財源としまして、全額、事業分担金を予

定しております。 

 次の、県営土地改良事業負担金事業８４３３

万円は、県営で実施する湛水防除やかんがい排

水事業などの土地改良事業に係る市の負担金と

なっております。 

 特定財源としまして、市債７５２０万円を予

定しております。 

 ３つ下の多面的機能支払交付金事業２億７２

６３万３０００円は、農業・農村の多面的機能

の維持・発揮を図るため、農業者だけでなく、

地域住民や自治会などが参加する活動組織をつ

くり、農業施設の維持管理などを行う活動に対

して、国、県、市で支援するもので、令和５年

度は２９組織での活動を予定しております。 

 特定財源としまして、県支出金２億４５８万

２０００円を予定しております。 

 次に、説明欄下から３行目、市内一円土地改

良整備事業１億６５４０万８０００円は、市内

の排水路改修工事、農道等の改良工事、排水路

や農道の維持修繕、生コン等原材料支給などに

係る経費でございます。 

 特定財源としまして、県支出金５４万７００

０円、市債４７３０万円などを予定しておりま

す。 

 次の農業水路等長寿命化・防災減災事業４５

００万円は、農業生産の基盤となる農業水利施

設の長寿命化対策や防災減災対策を推進するも

ので、昭和同仁町の排水路改修工事を予定して

おります。 

 なお、特定財源としまして、県支出金２８８

０万円及び市債８５０万円を予定しております。 

 続きまして、目９・水田営農活性化対策推進

事業費で１７４６万５０００円を計上し、前年

度比１２万６０００円の増となっております。 

 説明欄の経営所得安定対策等推進事業１４１

８万６０００円は、水田を活用して、麦、大豆、

飼料米などの作物を生産する農業者に交付する

水田活用の直接支払い交付金や畑作物の直接支

払い交付金及び収入減少影響緩和交付金の実務

を担う八代市農業再生協議会への推進事務補助

金でございます。 
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 なお、特定財源としまして、全額、県支出金

を予定しております。 

 続きまして、目１０・地域農政特別対策事業

推進費で３２９万４０００円計上し、前年度比

２３万８０００円の減となっております。 

 説明欄の担い手育成総合支援事業２９０万円

は、認定農業者の育成・確保や農業経営の法人

化などを推進する八代市担い手育成総合支援協

議会に対する事業補助２５５万円をはじめ、八

代農業塾の実施に係る担い手育成研修事業補助

金３５万円を予定しております。 

 特定財源としまして、県支出金１７０万円及

びふるさと八代元気づくり応援基金繰入金３５

万円を予定しております。 

 ８５ページをお願いします。 

 目１２・地籍調査費で１億６９９７万８００

０円を計上し、前年度比３５６４万円の増とな

っております。 

 地籍調査事業につきましては、国の内示を受

け、令和５年度実施予定事業の大部分を令和４

年度予算として前倒しし、３月補正に計上して

おり、令和５年度当初予算としましては、職員

の人件費はじめ、会計年度任用職員賃金、調査

推進員への謝礼、関連事務費などが主なものと

なっております。 

 なお、令和５年度当初予算に計上の調査地区

としましては、日置町・西片町の各一部０.２

７平方キロメートル、横手新町の全部及び横手

町の一部０.３５平方キロメートル、泉町柿迫

の一部０.３１平方キロメートルを予定してお

ります。 

 特定財源としまして、県支出金２５１７万円

を予定しております。 

 ８６ページをお願いします。 

 項２・林業費、目２・林業振興費で、１億５

９８６万円を計上し、前年度比４９万３０００

円の増となっております。 

 主な事業につきまして、説明欄の２行目、森

林経営管理事業６１７６万６０００円は、森林

環境譲与税を活用して行う事業でございます。 

 事業内容は、森林所有者への意向調査及び森

林の現況調査委託費１６２４万６０００円、民

有林間伐等委託料２１０万５０００円、森林作

業道の修繕費１４５１万円、やつしろの山づく

り推進協議会の運営補助金８７９万８０００円、

作業道開設や補修など森林作業道等基盤整備事

業補助金１５００万円などが主なものでござい

ます。 

 ８７ページをお願いします。 

 ２行目の有害鳥獣被害対策事業２１４４万円

は、鳥獣被害対策実施隊の活動に対する報酬や

費用弁償など６０２万８０００円、鹿捕獲に要

する経費として１頭当たり５０００円、捕獲目

標頭数２６００頭分の補助金１３００万円、ま

た、近年、カモなどの鳥類による農作物被害が

多発しておりますことから、鳥類を中心とした

有害鳥獣捕獲対策事業２２３万６０００円を予

定しております。 

 特定財源としまして、県支出金３３３万６０

００円を予定しております。 

 次に、森林整備事業６１９４万３０００円は、

作業道の維持修繕や森林の下刈りや間伐などに

要する経費となっております。作業路等修繕費

として３６０万円、林道・作業道の舗装用生コ

ン等の原材料費として２９５万５０００円、森

林環境保全整備事業補助金５０００万円などで

ございます。 

 目３・林道維持費で５３９２万６０００円を

計上し、前年度比１６０万９０００円の増とな

っております。これは、市内一円の林道の維持

管理費で、林道の修繕費３６０万円、除草作業

委託費４００万円、生コン等の原材料費４９万

７０００円、工事請負費１０００万円などです。 

 特定財源としまして、諸収入３万７０００円

を予定しております。 

 次に、目４・林道新設改良費で１億２３７４
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万６０００円を計上し、前年度比８０３万５０

００円の増となっております。 

 説明欄の市内一円林道新設改良事業２１８８

万６０００円は、坂本町の林道２路線の舗装工

事に係る測量設計費及び工事請負費１８００万

円、幹線林道菊池人吉線の整備に係る賦課金と

受益者組合助成金２９８万６０００円などでご

ざいます。 

 特定財源としまして、市債１８００万円を予

定しております。 

 次の道整備交付金事業８８１７万３０００円

は、「やつしろ・いつき」豊かな地域資源を活

かした個性きらめく地域再生計画に基づき、林

道の改良、舗装事業を行うもので、林道６路線

の改良・舗装工事及び測量設計業務に要する経

費などです。 

 特定財源としまして、県支出金４８６４万３

０００円、市債３８９０万円を予定しておりま

す。 

 ８８ページをお願いします。 

 項３・水産業費、目２・水産業振興費で３６

２９万１０００円を計上し、前年度比２８９０

万円の減となっております。 

 主な事業としまして、まず、説明欄の３行目、

漁場環境保全事業１３６０万７０００円は、水

産振興アドバイザー業務委託３７万９０００円、

八代市水産振興協議会など各種協議会負担金１

１６８万７０００円などです。 

 次の環境生態系保全事業４４４万円は、アサ

リ資源の回復や干潟の保全に取り組む水産多面

的機能発揮対策事業に対し、市負担分として事

業費の１５％を負担するものです。 

 令和５年度は、鏡町アサリ活動組織、二見海

岸の干潟を守る会、金剛資源管理保全振興会及

び大八資源管理振興会の４組織が実施予定でご

ざいます。 

 次の栽培漁業振興事業１２４３万円は、水産

資源の回復・増大を図るため、ヒラメ、タイワ

ンガザミ、カサゴ、ウナギ、アユなどの放流に

係る経費７７４万７０００円をはじめ、八代海

エビ類共同放流協議会が実施する共同放流に対

する市負担金２６４万１０００円、内水面種苗

放流事業補助金８３万円などでございます。 

 ページが飛びまして、１１７ページをお願い

します。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・林道施設災害復旧費で、４

億２１３０万２０００円を計上しております。

このうち、当委員会関係分は、説明欄１行目の

林道施設災害復旧事業１億４７５０万円で、令

和４年の台風１４号により被災した泉町の林道

福根線など４路線７か所の災害復旧工事に要す

る経費です。 

 特定財源としまして、県支出金９５８７万５

０００円と市債４１３０万円を予定しておりま

す。 

 以上で、農林水産業費及び災害復旧費の説明

を終わります。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、い業振興

対策事業ということで、毎年やっていただいて

ます、市民向けの畳表の張り替え事業なんです

けど、これは、状況的に伸びてきてるのか、ま

あ、一定状況で止まってるのか、少し下がって

るのかどうか、どっちなのかというのが、ちょ

っと教えてほしいなというふうに思います。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 農業振興課

の田島です。よろしくお願いいたします。 

 畳の張り替え事業１枚１０００円の分につき

ましてですけれども、こちらにつきましては、

毎年実施しておりまして、今年度の進捗状況も、

まだ予算額までは到達しておりませんが、大体

予定どおり、はい、張り替えのほうのですね、

申請もあっているところでございます。 
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 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございます。 

 すいません、引き続きよろしいですか。 

 よろしいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） フードバレー関係のほ

うで、海外のほうに晩白柚販路拡大とかってい

うのがちょっとあるんですけど、最近の状況と

いうのは、増えているのか、売れるのが増えて

るのかどうかというところ、ちょっと教えてほ

しいんですけど。 

○フードバレー推進課長（緒方 浩君） こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）フー

ドバレー推進課、緒方です。 

 野﨑委員御質問の、香港晩白柚プロモーショ

ンですね、こちらの件についてちょっとお答え

をさせていただきます。 

 今年、令和４年度につきましては、令和５年

の１月１２日から２５日までというところで開

催をさせていただきました。まあ、残念ながら、

私たちちょっと現地に行くことはできませんで

したので、現地のイオンストアーのほうにです

ね、お願いして取り組んでいただいたところで

ございます。今回も、毎年、大体イオンストア

ーのほうでですね、１２店舗か１３店舗、のと

ころで開催させていただいておりますが、今年

も１２店舗、１店舗ちょっと何かなくなったと

いうことで、１２店舗で開催をされました。販

売実績につきましてもですね、大体コンテナ１

本分というところで、こちらから出してますん

で、数量的に私たちが把握してる数量というの

は、ほとんどあんまり、今回は２１３２個でご

ざいます。実績としましてはですね、春節とい

いますか、旧正月の、向こうの正月の前の日の

記念品と、贈答品という形でですね、非常に定

着してきているというふうに聞いておるところ

でございます。今回が、向こうでですね、Ｌ玉

のほうが１５７９個、また、３Ｌが２１個とい

うところで、販売、まあ、今の現時点でですね、

販売されたというところでございます。 

 それと、昨年度と比べましても、ほぼ、コン

テナに入ってる部分がですね、量が変わらない

ということがありますが、また、イオンさん独

自にですね、私たちのルートと違うところで、

市場からとられて、現地のほうに運んでいって

るというところも聞いておりますので、写真で

見る限りでは、すごく盛り上がった、盛り上が

っているイベントとなっておりまして、晩白柚

の認知度向上につながっているものというふう

に思っております。 

 以上、お答えとします。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（北園武広君） フードバレーの流通推

進事業の中の、国内マーケティングアドバイザ

ー委託ということでありますけども、その業務

の内容を教えてもらえたらと。 

 あと１点あります。同じく輸出促進事業の中

にも、アドバイザー事業というふうに、委託事

業というふうになりますけども、内容的に分か

れば教えていただければと思います。 

○フードバレー推進課長（緒方 浩君） 失礼

します。引き続きお答えさせていただきます。 

 まず、国内のアドバイザーですね、国内を中

心に今、アドバイザー委託させていただいてる

のが、関東の方でございますので、関東を中心

に回っていただいております。定期的に、２か

月に１回とか、１か月に１回、こちらのほうに、

現地にですね、来ていただいて、産地の事業所

の訪問というところをさせていただきながら、

マッチングということをさせていただいており

ます。 

 アドバイザーのですね、今年の実績という言

い方おかしいんですけども、取組という内容で
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いきますとですね、まず、活動というので、令

和４年度、令和５年の２月末というところで申

し上げさせていただきますと、アドバイザーと

私たち職員とで一緒に合同で回りました件数と

いうのが、７６件、７６訪問というところでご

ざいます。アドバイザー独自でですね、新規で

登録、実績という言い方おかしいんですけど、

まあ、マッチングに成功したというのが７件と

いうところで、私たち職員と合計でしましても、

合計の４０件というところの、これが多いのか

少ないのかというのはちょっとですね、なかな

かといいますか、新しく、新規でマッチングで

きたという実績が４０件というところでござい

ます。 

 それと、引き続き、海外についてですけども、

海外マーケティングアドバイザー、こちらも、

今年度は２名いらっしゃいました。熊本市内の

アドバイザー、そして、福岡のアドバイザーと

いうところで、今年、今年度は２名体制でです

ね、行っておりました。こちらについてはです

ね、私たちがこう以外と海外に、――海外は専

門用語とか、結構専門の知識が必要ですので、

そういったところ、私たちが物流で、海外に出

したいというたときに、そのサポートをしてい

ただいたりとかですね。あとは、八代の、今年

に関しては、八代よかとこ物産館ですけども、

地域商社の機能を持たせた人材を育成しようと

いうところの試みを行いました。そういった中

で、海外に出すときの手順とかですね、そうい

った手続の関係、そういったのの指導育成とい

うのを、していただいたというところでござい

ます。 

 もちろん、私たちが海外に行くときにも、サ

ポートをいただきまして、現地での商談の機会

とかをですね、設けていただいたり、オンライ

ンでの商談、この辺のサポートをしていただい

たりというふうに、私たちがなかなか専門的に

知識がない部分、サポートしていただきながら

ですね、取り組んだところでございます。 

 以上、お答えいたします。 

○委員（北園武広君） 分かりました。 

 あと１点すいません。 

 新規就農者育成総合対策事業なんですけども、

認定の就農者ということで、最初３年間という

ことですけども、近年の、近年というか、まあ、

３か年でよかっですが。新規就農者の数ってい

うのが、分かれば教えていただければと思いま

す。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） 農林水産

政策課、吉永です。 

 新規就農者数のここ最近、令和元年度、令和

２年度、令和３年度の数字で申し上げますと、

令和元年度が１７名、令和２年度が３２名、令

和３年度は２９名という数字になっております。 

 以上でございます。 

○委員（北園武広君） その中で継続対象者７

名というふうに、こうなってるんですけども、

今、話では、全体でこんなにあるけど、７名し

か、これ受けていないということでの判断でよ

ろしいんでしょうか。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） 今、こち

らで説明してる７名といいますのがですね、こ

の、この事業自体が令和４年度から始まった事

業でございます。先ほど説明ありました、令和

３年度までもですね、人材投資育成事業という

のがあったんですが、それに代わるということ

で、令和４年度から新規就農者になりました。

今この７名というのは、令和４年度中に認定を

受けられた方が、今度２年目に入るという、継

続者という位置づけでございますので、今度、

令和５年度に対して、新規誰が来るかというの

は、補正あたりの対応になるかと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 八代産畳表認知向上・
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需要拡大推進事業ですけど、こちらも、これは

多分毎年、――ああ、違う。Ｒ４年度と変わら

ない予算かなというふうに思います。こちらの

需要拡大の状況というのは、どのようになって

ますか。 

○フードバレー推進課長（緒方 浩君） フー

ドバレー推進課、緒方でございます。よろしく

お願いします。 

 野﨑委員の御質問が需要拡大……。（委員野

﨑伸也君「の状況」と呼ぶ）の状況というとこ

ろ……。（委員野﨑伸也君「売れてますか、畳

表がという」と呼ぶ）ああ、あのですね、すい

ません、俺がいうていいんでしょう。すいませ

ん、ちょっと、需要拡大、――何か前回、こう

多少ちょっとそういう言葉を詰まらせながらお

答えしたような気がするんですけども、需要拡

大、まさに、今は、私たちは本当に――３年目

でしょうかね。認知度向上というふうにですね、

非常にこう注力しておるというところでござい

ます。広告換算額とかをですね、取りながら、

いろんなところで認知度が向上するような取組

というところでですね、毎回、――毎回といい

ますか、こうイベントを打っているという状況

でございます。先週も熊日さんのほうに、ちょ

っと掲載されてたかと思うんですけども、東京、

あれは、ちょっと、あれ、――杉並区か、杉並

区のほうでもですね、銭湯、早く言えば、銭湯

なんかを利用した形で、イグサ風呂とかですね、

そういうふうな感じで取り組んだところでござ

います。 

 それ、今、そこからのスタートでございまし

て、認知度、需要拡大という部分についてはで

すね、私のほうから何と申し上げていいのか。

なかなか、言葉に、――大丈夫ですっていうふ

うに、なかなか私のほうですね、そこまで言え

ませんけども、認知度向上について取り組み、

――取りあえずですね、取り組んでいるという

ところでございます。 

○委員長（増田一喜君） 今の答弁でよろしい

ですか。 

○委員（野﨑伸也君） いいです、はい。

（｢後ろもおられます」と呼ぶ者あり） 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 緒方課長が

申しましたとおりですね、まあ、認知度向上・

需要拡大を図る前に、まず認知度向上というこ

とで、まあ、当初はですね、両論併記で進めよ

う、進めるものだと思ってたんですが、どうも、

いろんな消費地、大消費地に行きますと、畳に

対する意識というのは、やはり低過ぎる、しか

も八代産というものも認知度が低過ぎるという

のもありますので、まずは畳を、畳に対して理

解を、まず改めてもらおうというのが先ではな

いかというところで、今、緒方課長が申しまし

たとおり、認知度をまず高めるための仕掛けを

やらなければ、需要拡大にはつながらないと。

そういう中で、国産畳は八代だけですよという

ようなこともですね、訴えてまいらなきゃなら

ないということで、まずは消費者、特に若い御

家庭の方々に対してですね、畳表のよさをまず

認知していただこうという取組にかじを切って、

今、集中的にそちら取り組んでいるところでご

ざいます。 

○農業振興課長（田島功一郎君） ただいまの

需要量の状況ということなんですが、なかなか

需要量につきましては、公的なデータというの

もないような状況でございます。ただ、現実的

にはですね、着工戸数でしたりとか、あとコロ

ナ関係でですね、新築住宅等の建設も抑えられ

とるというようなことがございまして、需要量

自体はやっぱり右肩下がりでなっているという

のが現状でございます。大体、現在での推計に

はなりますが、年間７００万畳から８００万畳

程度の需要というふうに推計をしているところ

でございます。 

 一方、畳表の、これちょっと需要量とは話が

違うかもしれませんが、畳表の価格につきまし
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ては、今年度につきましてもですね、平年より

も、まあ、今までにないぐらいの単価は上がっ

ているということで、まあ、それなりの需要も

あるということで、単価のほうもですね、下支

えができてるのかなというふうに考えておると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございます。 

 引き続き、よろしいですか。 

 すいません、木製利用促進事業なんですけど、

木の駅プロジェクトの状況なんですが、これは、

いろいろと持ってきてもらった木材に対して、

通貨、地域通貨に交換してもらうというような

やつだったと思うんですけど、これの状況につ

いてちょっと教えてください。 

○水産林務課長（前田浩信君） 水産林務課、

前田です。 

 木の駅プロジェクト運営事業につきましては、

現在、会員数、個人４８名、事業所１４社、そ

れから、加盟店が現在２４店となっております

けれども、集荷量につきましては、平成２９年

度が８５２トン、平成３０年度が９４０トン、

令和元年度が７６０トン、令和２年度が１５２

７トン、令和３年度が１６２８トン、令和４年

度は２月末現在になりますけれども、１３５５

トンで、今のところなっております。 

 目標が一応１０００トン以上というのが、一

応目標に掲げておりますので、その辺りについ

ては、もうクリアする目標となっております。 

 先ほど委員のほうがおっしゃられたとおり、

こちらにつきましては、間伐材等を会員の方が

木の駅のほうに持っていきまして、それで木の

駅のほうから、持ってこられた方には現金３０

００円と、あと地域通貨券３０００円を交付す

るというような事業になっております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

 ありがとうございました。 

 すいません、この間伐材なんですけど、これ

は、結局最終的に何になるんですか。何、チッ

プなのか、どういうあれになるのかですね、ち

ょっと教えてください。 

○水産林務課長（前田浩信君） 委員お尋ねの

最終的にはどうなるかについてでございますけ

れども、木の駅に持ち込まれた間伐材等につき

ましては、今度は木の駅から加工業者のほうに

売ります。加工業者で、今度はチップとかペレ

ットとかに加工いたしまして、それから、今の

循環をするということで、例えば、東陽交流セ

ンターせせらぎであったりとか、さかもと温泉

センタークレオンですかね、そちらのほうに、

温泉の燃料として一応するというような形でと

っております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 有害鳥獣の関係なんで

すが、こっち、鹿、イノシシのほうが状況はど

うでしょう。減ってますかねっていうところな

んですけど。 

○水産林務課長（前田浩信君） 捕獲頭数に関

する御質問だと思いますけれども、直近５年ぐ

らいのやつでよろしいでしょうか。２年でよろ

しいですか。（委員野﨑伸也君「３年で結構で

す。３年ぐらい」と呼ぶ） 

 直近３年ですね。 

 それではですね、令和２年度から、各、鹿、

イノシシ、鳥の順に、一応読み上げさせて報告

させていただきます。 

 まず、令和２年度、２４９７頭、８７９頭、

８００羽。令和３年度、２４９２頭、７２１頭、

１１７４羽。令和４年度が昨年末現在ですけれ

ども、２０９３頭、１００３頭、６４９羽。 

 以上でございます。 
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○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 捕獲頭数並べていただいたっていうところな

んで、実際ですね、その不猟が、聞いただけで

はちょっといまいち、――確かにいけば、イノ

シシのほうはちょっと取るのが多かったかなと

かですね。鹿もちょっと、まあ、今のところ少

ないかなとかっていうのはあるんですけど。実

質、その被害状況のほうがですね、どうなのか

という、生きてる頭数はどうなのかというとこ

ろなんですけれども。いろんなところで、多分

この捕獲隊の人たちもですね、協力していただ

いてる方々も、いろんなところで御要望とかで

すね、いろいろとおっしゃってるとは思うんで

すけど、まあ、お聞きになってると思うんです

けれども。そういったところが、この予算にで

すね、反映されてるのかというところをちょっ

とお聞きしたいというのと。今回の事業自体の

２０００万円ぐらいあるんですけど、その中に、

今までもあってた電柵とかですね、何でしょう、

――何と言ったですかね、鹿が飛び越えていか

ないとかですね、そういう防護柵とかですね、

そういう事業というのも、今もちょっとやって

るのかどうかというのを、ちょっと教えてほし

いなと思います。 

○水産林務課長（前田浩信君） 鹿に対する防

護柵ですけれども、こちらは、森林環境譲与税

を利用した形で、一応補修であったり、そうい

う部分については、別事業のほうで一応やって

おります。 

 それとほかには、すいません、ほかの質問は、

何かございましたでしょうか。（農林水産部次

長豊田浩史君「捕獲状況の要望とか意見とか」

と呼ぶ）捕獲状況の要望ですけれども、一応鳥

につきましては、自治体のほうからちょっと、

捕獲するに当たってちょっと、単価がちょっと

見合ってないというふうな状況でございました

ので、一応令和４年度までは鳥１羽３００円で

してたんですけれども、こちらを令和５年度か

ら５００円アップの８００円ということで、一

応そちらのほうで予算計上しております。（委

員野﨑伸也君「８００円」と呼ぶ）はい。（委

員野﨑伸也君「３００円が８００円」と呼ぶ）

はい。（委員野﨑伸也君「３００円から８００

円」と呼ぶ）はい。 

 以上です。 

○農業振興課長（田島功一郎君） すいません、

先ほどの電気柵とか防護柵の事業につきまして、

ちょっと補足といいますか、農業振興課関係で

農作物に対する事業もございますので、そちら

のほうを御紹介させていただきますと、電気柵

につきましては、これは市の単独補助になりま

すが、２万円を上限にですね、半額の助成とい

うことで、電気柵の設置に補助をいたしており

ます。それとあと、防護柵事業といたしまして

は、金網、――金網といいますか、それを田ん

ぼの周りをこう囲ったり、そういった事業を中

山間地域のほうでですね、実施をいたしており

まして、今年度も泉地区のほうで、そちらの事

業を使って、これ、国の事業になりますけれど

も、そういった事業のほうを行っているところ

でございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（橋本隆一君） 新規の、ちょっと話は

飛ぶんですけども、下水汚泥肥料実証実験の事

業がございましたですよね。この話があったと

きに、ちょっと気になったのが、協議会を設立

をされてというとこなんですけども、協議会と

いうのが、どういった団体なのかちゅうのがで

すね、ちょっと。それと、この実証実験ちゅう

のは、全国的に結構されてるところがあってで

すね、そういったところと連携とか、情報の共

有とか、そういったところを、その協議会がさ
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れるのか、あるいは、単独で独自の実施をされ

るのか。そういったところで、その費用対効果

が変わってくるような気もしますし、それを踏

まえて、４００万円の事業費でされてるのか。

その事業の内容そのものは、多分細かく分から

ないと思うんです。大ざっぱなその取組につい

て、取組の団体の概要について、お伺いしたい

と思うんですけど。 

○農業振興課長（田島功一郎君） まず、構成

団体ですね、協議会の団体としましては、市、

ＪＡ、県、そういったところを中心に考えてお

ります。それとあと汚泥の、市に関しましては、

農業サイドだけではなくて、下水汚泥の発生す

るといいますか、建設サイドですね、そちらの

ほうも入っていただく中で、協議会のほうは構

成したいと思っております。 

 事業の内容につきましては、結局、水処理セ

ンターから出る脱水汚泥でですね、そちら八代

市から出る汚泥が年間３０００トン程度あると

いうことで、そちらをですね、八代の農業、農

家さん、そちらで使っていただけるようになれ

ば、地域循環という形になりますので、そこを

目指したところで、実証試験という形で、今回、

来年度予算で計上いたしておるところでござい

ます。 

 なかなかですね、下水汚泥につきましても、

地域それぞれの特性といいますか、成分がある

と。当然有害物質、重金属とか、そういったも

のは入っていたら困るわけですので、そういっ

たものの調査もいたしますし、そういった全国

との取組もぼちぼち始まっておりますけれども、

今回につきましては、八代独自のですね、水処

理センターから出る汚泥を使ったところで、八

代で使えないのかなというところで、実証のほ

うをしていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○委員（橋本隆一君） 取組について理解でき

ました。ありがとうございました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、水産振興

の関係なんですけど、この水産振興アドバイザ

ー業務委託ですね、中で、その仕事関係の中の

一つに新規就労者、希望者との漁協さんとのマ

ッチングというのもお願いしてますよというな

こともあると思うんですけども、Ｒ４年のほう

で、その新規就労ですね、したいという方がお

られたのかどうか。 

○水産林務課長（前田浩信君） 水産林務課、

前田です。 

 お尋ねの件は、令和４年度で、新規、漁業の

ほうに新規就業の御相談とかあったのかという

ふうなことでございますけれども、一応、私ど

ものほうに、デモですけれども、２回ほどござ

いました。ただ、その方は、その後、ちょっと

連絡が取れなかった関係上で、実際、そこでも

う話が切れてしまったわけなんですけれども、

今後、そういうふうな形で、新規就業者ができ

るような形で、今後対策を進めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 もう１件、よろしいですか。 

 すいません、環境生態系保全事業ということ

で、アサリの関係ですね、予算化されてますけ

ど、それぞれあるんですが、八代市のアサリの

状況というのは、どのような状況なんですか。 

○水産林務課長（前田浩信君） アサリの状況

でございますけれども、令和３年が１１トンと

いうことと、令和４年の６月現在が一応９トン

ということで、現在、アサリの捕獲については、

ちょっと伸び悩んでるような状況です。 

 このような中ですね、一応、３月の１日に東

京で行われました青年者・女性者の若手の意見

発表会というのがあったんですけれども、その
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中で八代漁協の組合員の方、アサリ漁業者の方

がですね、水産庁長官賞を一応受賞されました。

この中、この方がですね、一応、今被覆網でこ

ういろいろこうアサリの捕獲のいろいろ活動を

されてるわけなんですけれども、一応、ここ二、

三年で数倍にアサリが捕れたということで、今

後、本課といたしましても、こういった方がで

すね、意欲的に取り組んでいけるような体制づ

くりを、今後ちょっと考えていけないというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 アサリについては、ちょっと伸び悩んでると

いう話だったんですけれども、今回予算が４４

０万円ぐらいあるんですけど、事業主体が４団

体ぐらいあって、鏡のほうでは、有害生物の状

況とか、食害するそういった生物捕ってからで

すね、という話もあるみたいなんですけど、ほ

かについては、あと３団体については、モニタ

リングだけというふうな、――あるんですけど、

そのモニタリングだけで、実際、ほかに何もさ

れないんですかね。 

○水産林務課長（前田浩信君） 実際、こちら

につきましては、各漁業者の方が、漁場あたり

で被覆網をはったりとか、そういうふうな活動

の経費として、一応、こういうふうな事業を、

自主事業を取り組んでからですね、実施すると

いうことで、一応考えております。 

 こちらにつきましては、国費が約７０％、県

費が１５％、市費が１５％ということで、こち

らにつきましても、やはり、今アサリの一番の

捕獲の確実性という面では、被覆網しか、現在

のところですね、ないと思いますので、今後、

意欲的な漁業者がいればですね、この被覆網の

面積を広げていくというのが、一番効果的な事

業ではないかというふうに私どもは考えており

ます。 

 以上です。（委員野﨑伸也君「ありがとうご

ざいました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） まず、畳表の張り替え

のほうなんですけど、毎年、お話聞いたら、大

体予算内ぐらいにはちゃんと張り替えのですね、

需要があるんだみたいな話聞きました。１畳当

たり１０００円ということだったんですけれど

も、今後ですね、もう少し補助額が、今までも

ずっと１０００円できてるんだと思うんですけ

ども、そろそろこう、何か増やしていくとかで

すね、そういうことで、張り替えの意欲ですね、

ちょっと高めてもらうようなとか、そういうこ

ともちょっとありかなというふうにはちょっと

思ってますんで、御検討いただきたいなという

ふうには思います。 

 あと、認知向上の関係ですね、畳表の需要拡

大の推進事業なんですけど、そろそろもう３年

目というような話聞きました。今のほうは、認

知向上のほうに力入れてやってるんですよとい

うことでした。あと、八代の畳がどれだけ出て

るんですかねって話したときには、公式的なで

すね、数字がないということで、大体というと

こでお話しされたんですけれども、やっぱこれ、

事業として取り組んでいるというのがあるんで、

毎回多分言ってると思うんですけど、把握どう

にかできるようにですね。あんとき、やる前か

ら、今やって、どれぐらい伸びてるとかですね。

あとは、やっぱり生産者の方がやっぱりもうけ

るというのが一番大事だと思うんですよね。そ

こら辺のところが分かるような指標というか、

何かそこら辺のところ、つかめるようなですね、

何かできないかなというふうに思ってますんで、

ちょっとそこら辺のところもですね、数字を追

えるようなところで、正確に追えるようなとこ
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ろで、ちょっと御検討いただきたいというふう

に思います。 

 木の駅プロジェクトのほうも、非常に私も興

味持って、何年も前からちょっと伺ってるんで

すけども、非常に伸びてきてるというのがあっ

て、うれしいなというふうに思ってます。引き

続きですね、鋭意取り組んでいただきたいとい

うふうに思います。 

 あと、有害鳥獣の件なんですけど、やっぱり

ここが、やっぱ山間地域に行って話聞くとです

ね、非常にやっぱ食害のですね、話をやっぱさ

れるところがありますし、もう自分の家の前の

畑までこう、やっぱ来てからこう倒されてから

とかっていうですね、話もされて非常に困って

られるなあというのも伺っておりますんで。先

ほど電柵とかですね、そういった柵系の補助も

というような話あったんですけれども、実際そ

ういう被害を受けられてる方々が、もう年配で

自分でどうにもできんというようなですね、と

ころになってるみたいなんですよ。自分で、そ

の補助を受けて、自分で建てられるというのは、

――ところであればいいんですけど、そこはち

ょっともう難しくなってきているというような

話も聞きますんで、何とかそのほかにですね、

どうにかその食害とかを予防するような手だて

ですね、そういった年配の方々に対しても何か

出来んかなというふうに思いますんで、そこら

辺のところをちょっと御検討いただきたい。そ

のように思います。 

 あと、アサリの関係ですね、ちょっと減って

るという話でしたんで、ぜひ、ここら辺のとこ

ろにも、一緒になってですね、ちょっと取り組

んでいただきたい。増やしてほしいなやっぱと

いうふうに思います。ここが増えてくると、新

規就労のですね、可能性もですね、何か見えて

くるんじゃないかなというふうに思います。私、

一般質問で、――舟出浮きの話もしたんですけ

ど、やっぱ漁業者の方がもう減ってきてるって

いうのがですね、如実にもう出てますんで、や

っぱり新規就労者ですね、をどうにかやっぱこ

う集められるような魅力的なですね、何か、よ

そのですね、自治体でもやっておられるような

魅力的なですね、何かこう取組というのができ

ないかなというふうに思ってます。よろしくお

願いしたいというふうに思います。すいません。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（北園武広君） フードバレー輸出の関

連の事業なんですけども、先ほど伺ったときに、

マッチング作業が中心かと思いました。ただ、

せっかく成立した数だけではなくてですね、成

立された業者さんとの継続した事業の流れのフ

ォローアップというか、その辺も含めて、検討

していただければなというふうに思っておりま

す。 

 それと、新規就農者への助成関係ですけども、

事業内容の情報提供とか、後々のフォローアッ

プというのもですね、含めて、事業の推進をし

ていただければなというふうに考えております

んで、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。議案第８号・令和

５年度八代市一般会計予算中、当委員会関係分

については、原案のとおり決するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後２時２５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２６分 本会） 

◎議案第１６号・令和５年度八代市久連子財産
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区特別会計予算 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１６号・令和５年度八代市久連

子財産区特別会計予算を議題とし、説明を求め

ます。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）農林水産

政策課の吉永でございます。よろしくお願いし

ます。 

 議案第１６号・令和５年度八代市久連子財産

区特別会計予算につきまして、御説明をいたし

ます。着座での説明とさせていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） それでは、

予算書の１ページ、２ページのほうを御覧くだ

さい。 

 歳入歳出予算の総額は、それぞれ２２８万１

０００円を計上しております。 

 続きまして、５ページのほうをお願いいたし

ます。 

 ５ページでは、まず、主な歳入を御説明いた

しますが、ページ下のほうにあります、款２・

繰入金、項１・基金繰入金、目１・久連子財産

区基金繰入金で、２２７万２０００円を計上い

たしております。 

 続きまして、６ページを御覧ください。 

 歳出でございますが、款１・総務費、項１・

総務管理費、目１・一般管理費に、２１８万１

０００円を計上いたしております。前年度より

２００万３０００円アップしておりますが、内

容を御説明いたします。 

 まず、久連子財産区一般管理事業１８万１０

００円の内訳としまして、１、報酬の８万３０

００円は、年２回の開催を予定しております財

産区管理会で、その委員７名分の経費、次の報

償費の１万円は、財産区有林と隣接者との境界

立会いなどに対する謝礼、需用費の８万円は、

地区内の防犯灯１３基分の電気代３万円と、財

産区で管理しております久連子民舞伝習館の施

設設備修繕料５万円の合計でございます。また、

積立金の８０００円は、基金利子の積立てでご

ざいます。 

 次に、一般会計繰出金事業２００万円とござ

います。こちら初めてになりますが、久連子地

区の住民が久連子財産区を管理運営するに当た

り、生活のために使用されている水道施設の一

部に破損等による不具合が生じており、その対

策として、今回、一般会計の衛生費で、久連子

地区水道施設整備事業補助金を別途計上してお

ります。その財源につきまして、久連子財産区

基金の一部を活用するということから、久連子

財産区特別会計から一般会計へ繰り出して補助

するというものでございます。 

 具体的な改修内容を申し上げますと、渓流路

に置かれております黄色いローリータンクとか

ポリパイプがございますが、それが経年劣化で

老朽化している部分を取り替え補修とするとい

うものでございます。これは地区１２戸ござい

ますが、そのうち支障を来しており早急な対応

が必要な３戸分の経費として計上しております。 

 今回のように、本来の財産区管理に係る収支

以外で、管理上必要な限度内で、財産区住民の

福祉の増進を図るような公共的事業を行う場合

は、会計を分別して実施すべきと地方自治法の

趣旨に沿って予算化するものでございます。 

 また、款２・予備費、項１・予備費、目１・

予備費として１０万円を計上いたしております。 

 以上が、令和５年度八代市久連子財産区特別

会計予算の説明でございます。御審議よろしく

お願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今、初めてということ

で言われましたけど、そのうち、そこの財産区

の住民の福祉の向上のためにというようなこと

でお話あったんですけれども、この水道の関係
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のほかに考えられる、その事業とかほかにあり

ますか。繰り出すべき。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） ほかには

特にございません。もともとですね、ちょっと

経緯を申し上げますと、もう一昨年の令和３年

の１１月ぐらいからですね、管理会のほうから

ちょっと要望がありました。基金の使途につい

てというところで意見交換がありまして、２点

主にありましてですね。１点目は、その基金を

住民に配分できる、分配できないかというよう

な話。これはですね、法的にはできないとなっ

ておりますので、もうできませんと回答してお

ります。もう１点がですね、その老朽化した水

道施設の改修とか、そういうのには使えないか

ということでございました。今回のように公共

的事業費の活用は法的に可能というところがあ

りますので、議論をそれから進めてきたところ

です。 

 先ほど説明しましたけど、本来は財産区の機

能というのは、樹木ですね、財産区の管理及び

処分する機能のみというのを収支決算出してい

かないといけないというのが原則なんですが、

本市のこの基金条例でもですね、公共的事業費

の財産に充てるときに、基金を処分できるとい

うふうになってます。そこあたりがありますの

で、管理上必要な範囲内でですね、財産区住民

の福祉の増進に補助できるというような法の解

釈の事例もありますので、そこの見解をですね、

弁護士さんとも確認しながら、できないかとい

うことを精査してきまして、その結果、今回の

ようなことができるということでですね、地元

の管理会の人たちと、ちょっと半年ぐらいです

ね、いろいろ議論してきたんですけれども、可

能ですので、来年度予算に要求、予算化して対

応していきたいというような経緯で、この対応

を図りたいと考えているとこでございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。議案第

１６号・令和５年度八代市久連子財産区特別会

計予算については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１７号・令和５年度八代市椎原財産区

特別会計予算 

○委員長（増田一喜君） 次に、議案第１７号

・令和５年度八代市椎原財産区特別会計予算を

議題とし、説明を求めます。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） では、引

き続き、議案第１７号・令和５年度八代市椎原

財産区特別会計予算につきまして、着座にて説

明させていただきます。 

 では、予算書の１ページ、２ページを御覧く

ださい。 

 歳入歳出予算の総額、それぞれ２３万８００

０円を計上いたしております。 

 次に、５ページお願いいたします。 

 主な歳入です。 

 ページ下にありますとおり、款２・繰入金、

項１・基金繰入金、目１・椎原財産区基金繰入

金で２３万１０００円を計上いたしております。 

 次に、６ページに移ります。 

 歳出ですが、款１・総務費、項１・総務管理

費、目１・一般管理費に１３万８０００円を計
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上いたしております。 

 内容ですが、椎原財産区一般管理事業という

ことですが、まず、報酬の８万３０００円は、

年２回の開催を予定しております財産区管理会

で、その委員７名分の経費、報償費の１万円は、

財産区有林と隣接者との境界立会いなどに対す

る謝礼、需用費の３万９０００円は、地区内の

防犯灯１７基分の電気代、あと積立金の６００

０円は、基金利子の積立金でございます。 

 また、款２・予備費で１０万円を計上いたし

ております。 

 以上が、令和５年度八代市椎原財産区特別会

計予算の説明でございます。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。議案第１７号・令

和５年度八代市椎原財産区特別会計予算につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後２時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３７分 本会） 

◎議案第１８号・令和５年度八代市水道事業会

計予算 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１８号・令和５年度八代市水道

事業会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○水道局長（吉永哲也君） 水道局の吉永です。

よろしくお願いいたします。着座にて説明させ

ていただきます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○水道局長（吉永哲也君） 議案第１８号・令

和５年度八代市水道事業会計予算について御説

明いたします。 

 予算書の１ページをお願いします。 

 まず、予算の概要でございますが、第２条の

業務の予定量で、給水戸数を１万７１００戸、

年間総給水量を３８８万２０００立方メートル、

１日平均給水量を１万６０６立方メートルと見

込んでおります。 

 主要な建設改良事業では、給水区域内の新規

配水管布設工事として、配水設備拡張費６８２

９万４０００円、老朽管の布設替えなど配水設

備改良費１億８２３３万８０００円を予定して

おります。 

 次の第３条は、水道事業の運営に関する収益

的収入及び支出でございます。 

 収入では、水道事業収益として総額５億７６

７５万５０００円。 

 ２ページに移りまして、支出では、水道事業

費用として総額４億９００１万円で、収支差引

きは８６７４万５０００円の黒字を見込んでお

ります。 

 次に、第４条、資本的収入及び支出でござい

ますが、収入では、工事負担金として総額４４

６８万１０００円。支出では、建設改良費や企

業債償還金として総額３億２７８１万６０００

円を計上しております。 

 なお、収支差引きで不足する２億８３１３万

５０００円につきましては、当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額などで補填する

こととしております。 

 ３ページをお願いします。 

 第５条では、一時借入金の限度額、第６条と

第７条では、経費の流用に関する事項、第８条
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では、量水器等の棚卸資産購入に係る限度額を

定めております。 

 次の５ページからは、水道事業会計予算に関

する説明書でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 １１ページまでが予算の実施計画でございま

すが、詳細につきましては、２１ページからの

予算明細で説明いたします。 

 １２ページをお願いします。 

 予定キャッシュフロー計算書でございますが、

令和５年度における資金の動きに関する情報を、

業務活動、投資活動、財務活動の区分に分けて、

それぞれの増減予定額を表したものでございま

す。 

 １の業務活動によるキャッシュフローは、水

道料金などの収入による現金の増加や事業運営

経費に係る現金の減少を示しています。 

 ２の投資活動によるキャッシュフローは、設

備投資に伴う固定資産の取得や売却などに係る

現金の収支を示し、３の財務活動によるキャッ

シュフローは、企業債の借入れによる現金の増

加、または償還による現金の減少を示していま

す。 

 １から３を合計した４の当年度の資金増減額

は４３１２万２０００円の増加、６の資金期末

残高は６億１２５４万４０００円と見込んでお

ります。 

 １３ページをお願いします。 

 前年度決算見込みによる企業の経営状況を示

した令和４年度予定損益計算書でございまして、

１４ページの下から４行目の当年度純利益は９

４０９万３０００円を見込んでおります。 

 １５ページをお願いします。 

 企業の財政状況を明らかにするため、企業が

保有する全ての資産、負債及び資本を総括的に

表示した貸借対照表でございます。 

 １７ページまでが令和４年度末の予定貸借対

照表で、１８ページから２０ページまでが令和

５年度末の予定貸借対照表でございます。 

 ２１ページをお願いします。 

 これより３０ページまでが、１ページ第３条

の収益的収入及び支出及び２ページ第４条の資

本的収入及び支出に係る節区分までの詳細な内

容でございます。 

 それでは、主な項目について御説明いたしま

す。 

 まず、収入の款１・水道事業収益、項１・営

業収益でございますが、目１・給水収益５億４

８１６万８０００円、目２・受託工事収益５５

９万２０００円、目３・その他の営業収益２３

０万４０００円の計５億５６０６万４０００円

を計上しております。 

 ２２ページをお願いします。 

 営業外収益２０６７万９０００円でございま

すが、目２・他会計補助金４８万円は、企業職

員の児童手当に対する一般会計補助金でござい

ます。 

 目３・長期前受金戻入１８５９万５０００円

は、過去に補助金等で取得した償却資産の当年

度減価償却費の当該補助金相当分を収益化する

もので、現金の収入はございません。 

 次に、項３・特別利益でございますが、過年

度損益修正益など１万２０００円を計上してお

ります。 

 続きまして、支出について御説明いたします。 

 ２３ページをお願いします。 

 款１・水道事業費用、項１・営業費用、目１

・原水及び浄水費９１８７万４０００円は、水

源地関係の費用でございまして、水源地の運転

管理業務委託料や動力費でございます。 

 ２４ページをお願いします。 

 目２・配水及び給水費８３６５万円は、配水

管や給水管に係る費用でございまして、修繕費

や漏水調査業務の委託料などでございます。 

 ２５ページをお願いします。 

 目３・受託工事費１６４５万４０００円は、
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給配水管の切替工事に要する費用で、主に下水

道工事に伴う水道管移設工事費でございます。 

 目４・総係費９３０２万円は、事業全般に関

連する費用で、主に水道料金窓口業務などの委

託料や通信運搬費でございます。 

 ２６ページをお願いします。 

 目５・減価償却費１億６３３８万８０００円

は、施設の耐用年数に応じて費用化するもので、

目６・資産減耗費５００万円と同様、現金の支

出はございません。 

 ２７ページをお願いします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１３４１万１０００

円、目２・消費税及び地方消費税１９６０万円

など、３３０１万２０００円を計上しておりま

す。 

 項３・特別損失５０万２０００円は、主に過

年度損益修正損で、項４・予備費は前年同額の

３００万円を計上しております。 

 ２８ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出について説明いたします。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・工事負担金、目１・他会計負担金１

６８万円は、消火栓設置に係る一般会計負担金

で、目３・その他工事負担金４３００万円は、

下水道工事に伴う移設補償費でございます。 

 次に、２９ページの支出でございます。 

 款１・資本的支出、項１・建設改良費、目１

・原水設備改良費３００万円は、工事用材料費

でございます。 

 目２・配水設備拡張費６８２９万４０００円

は、太田郷・八千把地区などに７５ミリから４

５０ミリの配水管を約７００メートル布設する

もので、目３・配水設備改良費１億８２３３万

８０００円は、宮地・日奈久地区などにおきま

して、老朽化した配水管１５００メートルを改

良するものでございます。 

 なお、工事箇所につきましては、お配りして

おります議案第１８号、資料１に記載しており

ますが、黄色丸の数字が拡張工事、赤丸の数字

が改良工事となっております。 

 予算書２９ページにお戻りいただき、目４・

営業設備費４６２万１０００円ですが、主に１

０月から開始されますインボイス制度に向けた

システム改修費でございます。 

 ３０ページをお願いします。 

 項２・企業債償還金は６８５６万３０００円

でございます。 

 項３・予備費は前年同額の１００万円を計上

しております。 

 ３１ページから３８ページまでは、給与費明

細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関

する調書でございますが、説明を省略させてい

ただきます。 

 令和５年度も公共の福祉の増進のため、安全

で安心な水の安定供給に努めるとともに、持続

可能な水道の実現のため、健全経営に努めてま

いります。 

 以上で、水道事業会計の説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。議案第

１８号・令和５年度八代市水道事業会計予算に

ついては、原案のとおり決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 
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◎議案第１９号・令和５年度八代市簡易水道事

業会計予算 

○委員長（増田一喜君） 次に、議案第１９号

・令和５年度八代市簡易水道事業会計予算を議

題とし、説明を求めます。 

○水道局長（吉永哲也君） 引き続き、よろし

くお願いいたします。着座にて御説明させてい

ただきます。 

 それでは、議案第１９号・令和５年度八代市

簡易水道事業会計予算について御説明いたしま

す。 

 予算書の１ページをお願いします。 

 予算の概要でございますが、まず、第２条の

業務の予定量では、給水戸数は１９００戸、年

間総給水量は３１万２６００立方メートル、１

日平均給水量は８５４立方メートルと見込んで

おります。 

 また、主要な建設改良事業では、原水設備改

良費１９６５万４０００円、配水設備改良費４

７３１万９０００円を予定しております。 

 次に、第３条、簡易水道事業の運営に関する

収益的収入及び支出でございますが、収入では、

簡易水道事業収益として総額２億１２７７万９

０００円、２ページに移りまして、支出では、

簡易水道事業費用として総額２億１２６２万４

０００円で、収支差引きは１５万５０００円で

ございます。 

 次の第４条、資本的収入及び支出でございま

すが、企業債など資本的収入として、総額１億

２９３９万１０００円、建設改良費や企業債償

還金など資本的支出として、総額１億７４７５

万１０００円でございます。 

 なお、収支差引きで不足する４５３６万円に

つきましては、当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額などで補填することとしてお

ります。 

 ３ページをお願いします。 

 第５条と第６条では、それぞれ企業債及び一

時借入金の限度額を、第７条と、４ページに移

りまして、第８条では、経費の流用に関する事

項を定めております。 

 第９条の他会計からの補助金でございますが、

簡易水道事業会計の経営基盤確立のため、一般

会計から補助を受ける金額を８３９２万６００

０円としております。 

 次の５ページからは、簡易水道事業会計予算

に関する説明書でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 １０ページまでが予算の実施計画でございま

すが、詳細につきましては、２０ページからの

予算明細の中で説明いたします。 

 １１ページをお願いします。 

 予定キャッシュフロー計算書でございます。 

 １の業務活動によるキャッシュフローから３

の財務活動によるキャッシュフローを合計した

４の当年度の資金増加額は１６万９０００円の

減額、６の資金期末残高は１６７２万８０００

円と見込んでおります。 

 次に、１２ページから１３ページまでが、前

年度に当たる令和４年度の予定損益計算書でご

ざいまして、１３ページの下から３行目の当年

度純利益は１４４万３０００円、前年度繰越欠

損金を加えました当年度未処理欠損金は３０５

１万１０００円を見込んでおります。 

 次に、１４ページから１６ページまでが、令

和５年３月３１日時点の前年度分予定貸借対照

表、１７ページから１９ページまでが、令和６

年３月３１日における予定貸借対照表でござい

ます。 

 ２０ページをお願いします。 

 これより２６ページまでが、１ページ、第３

条の収益的収入及び支出及び２ページ、第４条

の資本的収入及び支出に係る節区分までの詳細

な内容でございます。 

 主な項目について御説明いたします。 

 まず、収入の款１・簡易水道事業収益、項１
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・営業収益でございますが、目１・給水収益６

２８６万１０００円、目２・受託工事収益７６

万５０００円、目３・その他営業収益８万３０

００円の計６３７０万９０００円を計上してお

ります。 

 ２１ページをお願いします。 

 項２・営業外収益でございますが、目２・他

会計補助金８１７５万６０００円は、主に職員

の人件費や利子償還金に対する一般会計補助金

でございます。 

 目３・長期前受金戻入６７３０万７０００円

と目４・雑収益３０００円を合わせました営業

外収益の計は１億４９０６万７０００円でござ

います。 

 次に、項３・特別利益は３０００円でござい

ます。 

 続きまして、支出について御説明いたします。 

 ２２ページをお願いします。 

 款１・簡易水道事業費用、項１・営業費用、

目１・原水及び浄水費４１９５万８０００円は、

水源地及び浄水場関係の費用で、主なものは施

設の水質検査業務委託や動力費でございます。 

 目２・配水及び給水費５２２万円は、配水及

び給水施設に係る費用で、主なものは配水管及

び給水管の修繕費でございます。 

 目３・総係費４０９８万５０００円は、一般

事務経費など事業全般に関連する費用でござい

まして、主なものは職員５名分の人件費や検針

業務に要する経費でございます。 

 ２３ページに移りまして、目４・減価償却費

は１億１９７万９０００円で、目５・資産減耗

費８９４万５０００円と合わせました営業費用

の合計は１億９９０８万７０００円でございま

す。 

 ２４ページをお願いします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１１５０万５０００

円、目２・消費税及び地方消費税１５０万円な

ど１３００万６０００円を計上しております。 

 項３・特別損失は３万１０００円、項４・予

備費は前年度同額の５０万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、資本的収入及び支出について御

説明します。 

 ２５ページをお願いします。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・企業債、目１・企業債４９６０万円

は、配水管等の移設工事に伴う借入れで、目２

・災害復旧費２３０万円は、令和２年７月豪雨

により被災した板持・中津道地区の災害復旧事

業債でございます。 

 次に、項２・工事負担金の目１・他会計負担

金４２０万円は、消火栓の新規設置に係る一般

会計負担分で、目２・その他工事負担金１３１

３万５０００円は、水道管の移設補償に係る国

・県負担分でございます。 

 次に、項３・補助金、目１・他会計補助金５

９９４万４０００円は、元金償還金や建設改良

費に対する一般会計補助金で、目２・災害復旧

国庫補助金２１万２０００円は、令和２年７月

豪雨に係る国庫補助金で、補助率は３分の２と

なっております。 

 次に、２６ページの支出でございます。 

 款１・資本的支出、項１・建設改良費、目１

・原水設備改良費１９６５万４０００円ですが、

主に坂本支所周辺の県道付け替え及びかさ上げ

工事に伴います導水管の移設工事費でございま

す。 

 目２・配水設備改良費４７３１万９０００円

ですが、こちらも坂本支所周辺や深水橋、鎌瀬

橋建設に伴う配水管の移設工事費でございます。 

 目３・営業設備費１０７万３０００円は、イ

ンボイス対応に向けたシステム改修費で、目４

・災害復旧事業費３００万３０００円は、板持

・中津道地区の導水管及び配水施設の本復旧工

事分でございます。 



 

－52－

 なお、工事予定箇所につきましては、お配り

しております議案第１９号、関係資料１に記載

しておりますが、黄色い丸の数字が導水管の工

事、赤い丸の数字が配水管の工事となっており

ます。 

 予算書２６ページにお戻りいただき、項２・

企業債償還金は１億３２０万２０００円、項３

・予備費は前年度同額の５０万円を計上してお

ります。 

 最後に、２７ページから３４ページまでは、

給与費明細書、債務負担行為に関する調書、地

方債に関する調書でございますが、説明を省略

させていただきます。 

 令和５年度も引き続き、被災地域の本復旧を

目指すとともに、公共の福祉の増進のため、安

全で安心な水の安定供給に努めてまいります。 

 以上で、簡易水道事業会計の説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。議案第

１９号・令和５年度八代市簡易水道事業会計予

算については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後２時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時００分 本会） 

◎議案第３９号・八代市宮地東サテライトオフ

ィス条例の制定について 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 まず、議案第３９号・八代市宮地東サテライ

トオフィス条例の制定についてを議題とし、説

明を求めます。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 皆様、

こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）

お疲れさまでございます。商工・港湾振興課の

松永でございます。 

 議案第３９号・八代市宮地東サテライトオフ

ィス条例の制定について説明させていただきま

す。恐れ入りますが、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○商工・港湾振興課長（松永貴志君） 議案書

の５７ページをお願いいたします。 

 議案第３９号・八代市宮地東サテライトオフ

ィス条例の制定につきまして、八代市宮地東サ

テライトオフィス条例を次のように制定するも

のとする、令和５年２月２７日提出としており

ます。 

 提案理由といたしましては、都市部からの事

業所の移転等による企業誘致を促進し、市の産

業活性化に寄与するとともに、リモートワーク

及び情報通信技術を活用した各種イベントを行

う場所として、市民の利用に供する公の施設を

設置するに当たり、条例を制定する必要がある

ものでございます。 

 施設の概要につきましては、作成しておりま

す資料を基に説明させていただきます。 

 まず、施設の名称・位置についてでございま

すが、名称を八代市宮地東サテライトオフィス、

位置につきましては、八代市東町５４６８番地

１といたしております。 

 次に、施設の使用料についてでございますが、

サテライトオフィスとして使用する部分は、資

料右側の校舎平面図の赤色の部分で、以前教室
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として利用していた部分になります。オフィス

Ａ、Ｂ、Ｃの３部屋ございまして、利用料は１

部屋当たり月額４万円と設定いたしております。

料金の設定に当たりましては、地域に市内外か

ら人を呼び込むことが目的でありますことから、

県内自治体が設置しておりますサテライトオフ

ィスの利用料を参考にしながらも、比較的安価

に設定いたしております。 

 次に、資料右側の校舎平面図の緑色部分の調

理室と会議室、その下側の施設位置図の青色の

部分、体育館でございますが、こちらは一般の

方も利用できるよう、校区コミュニティセンタ

ーを参考に、資料左側の中段の貸館使用料表に

ありますように、利用料を設定しております。 

 利用区分が９時から１２時までの３時間を午

前、１３時から１７時までの４時間を午後、１

８時から２２時までの４時間を夜間と区分分け

しまして、調理室につきましては、午前は４０

０円、午後は５００円、夜間は５００円。会議

室につきましては、午前３００円、午後は４０

０円、夜間４００円。体育館につきましては、

午前、午後、夜間とも１時間当たり３００円と

いたしております。 

 また、資料右側の校舎平面図の緑色部分の中

央のホールにつきましては、各オフィス等への

動線にもなりますことから、利用は無料といた

しておりますが、利用に際しましては、事前の

予約が必要となっております。 

 市内外からのビジネスパーソンが集い、関係

人口・交流人口が創出され、企業誘致を促進し、

さらには地域の方との交流や地元の活性化につ

ながるよう努めてまいります。 

 以上、説明とさせていただきます。御審議方

よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

 ないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。議案第

３９号・八代市宮地東サテライトオフィス条例

の制定については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０６分 本会） 

◎議案第４０号・八代市体育施設条例の一部改

正について 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４０号・八代市体育施設条例の

一部改正についてを議題とし、説明を求めます。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） 皆様、こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）お

疲れでございます。スポーツ振興課の本村でご

ざいます。大変失礼ではございますけども、着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） 失礼しま

す。 

 それでは、議案第４０号・八代市体育施設条

例の一部改正について御説明いたします。 

 説明につきましては、議案書の６３ページ、

また、別に配付しております資料にて説明させ

ていただきます。 

 配付資料にはですね、右肩のほうに、経済企

業委員会第４０号関係資料、スポーツ振興課と

記載されているものでございます。 

 皆様、お手元にございますでしょうか。 
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 それでは、御説明させていただきます。 

 八代市体育施設であります八代市民プールは

昭和６１年に建設され、子供から大人まで、市

民のスポーツレクリエーションや水泳教室、そ

して、競技団体の競技力向上の場として活用さ

れているところでございます。 

 利用期間につきましては、７月１日から８月

３１日までの２か月間、時間が午前９時から午

後７時まで、現在開放してるところでございま

す。 

 今回の改正内容でございますけども、条例第

４０条、別表第２に規定する八代市民プールの

利用時間、午前９時から午後７時までを、午前

９時から午後５時までに改めるものでございま

す。 

 改正理由につきましては、午前９時から午後

５時までの日中の時間帯に比べまして、午後５

時から午後７時までの夕方の時間帯でございま

すけども、ここの利用がですね、極端に少ない

ということから、利用時間を２時間短縮いたし

まして、午後５時までとする条例改正を行うも

のでございます。 

 過去のですね、午後５時から午後７時までの

ここの２時間の１日当たりの入場者数でござい

ますけども、コロナ禍前ということで、平成２

９年で大体１人、――平均ですけども、午後５

時から午後７時まで１.１人、平成３０年度は

０.９人、令和元年度は０.５人となっとります。 

 また、これまで実施されてきました水泳教室、

そして、競技団体の競技力向上の練習などにつ

きましてはですね、これまでどおり、引き続き

特段の配慮をしてですね、利用できるような配

慮をいたしまして、開放したいというふうに思

ってるところでございます。 

 最後に、施行日は令和５年４月１日を予定し

ているところでございます。 

 以上で御説明を終わります。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

 ないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終わります。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。議案第

４０号・八代市体育施設条例の一部改正につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１１分 本会） 

◎議案第４１号・八代市農事研修センター条例

の一部改正について 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４１号・八代市農事研修センタ

ー条例の一部改正についてを議題とし、説明を

求めます。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） 改めまし

て、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）農林水産政策課の吉永でございます。よろ

しくお願いします。 

 それでは、議案第４１号・八代市農事研修セ

ンター条例の一部改正につきまして御説明をい

たします。では、着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） 説明につ

きましては、議案書では６５ページになります
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が、別途配付をいたしております資料のほうで

説明を行います。右肩のほうに、経済企業委員

会議案第４１号、農林水産政策課と書いてある

資料でございます。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、説明させていただきます。 

 八代市農事研修センターは、農業経営の安定

や農村社会の環境改善を図ることを目的に設置

され、農業者向けの各種研修や農業後継者の育

成及び土壌分析診断などの業務を行っておりま

す。 

 条例の第２条において、農事研修センターの

名称及び位置を規定しております。現在の鏡町

の場所は平成２１年度から設置されております。

建物自体は、市町村合併前の旧鏡町において、

昭和５６年度に建設されました鏡農村環境改善

センターを引き継いでおります。その後、今か

ら５年前の平成２９年度からは、鏡まちづくり

協議会の活動拠点となる鏡コミュニティセンタ

ーと併設して運営を行っております。 

 今回の改正内容でございますが、条例の第２

条に規定されている位置、場所ですね、位置を、

現在の八代市鏡町内田１３３９番地１から、移

転先の千丁支所庁舎となります八代市千丁町新

牟田１５０２番地１へ改正を行うものでござい

ます。 

 改正する理由でございますが、まず、併設を

しております鏡コミュニティセンターの窓口機

能であります鏡まちづくり協議会から、農事セ

ンターの執務室がある場所への移転の地域要望

があっております。 

 具体的には、現在の鏡まちづくり協議会の事

務所の位置では、出入りする来客が見えづらい

こと、また、協議会事務所のスペースが非常に

手狭であり、接客の対応に支障が生じているこ

となどの課題があり、その解決策として、現在

の農事研修センター執務室の位置に協議会事務

所を変更できれば、建物の出入口に近くなるこ

とで、出入りする来客の行動が見えやすくなる

ほか、接客対応スペースも確保できるなど、人

の出入りが多い中で課題を解決できることにな

ります。 

 また、令和４年４月に鏡町が過疎地域に指定

された経緯もあり、今後、鏡地域の住民全体が

過疎地域の課題解決に向けた取組を進めていく

中で、まちづくり協議会の拠点となっているコ

ミュニティセンターの建物内に農事研修センタ

ーという別の施設名があると、分かりにくいと

いう意見もあるとのことでございます。 

 そのような中で、本市としては、各支所の利

活用を図る観点も含めまして、関係部署と協議

を行い、近隣にある千丁支所と鏡支所の空きス

ペースへ農事研修センターの機能移転ができな

いか検討を行い、移転先の建物構造や改修規模、

農業者の利便性、土壌分析の作業環境などの諸

条件を総合的に比較検討しました結果、千丁支

所１階の最も西側部分にあります旧教育施設課

が入っていた空きスペースを移転先とすること

が、諸条件をクリアするのに最も適していると

判断し、位置の見直しを行うこととしたところ

でございます。 

 最後に、施行期日について御説明します。 

 附則に、公布の日から起算して９月を超えな

い範囲内において、規則で定める日から施行す

ると規定しております。 

 この理由ですが、農事研修センターの主要な

業務として、土壌分析診断業務がありますが、

土壌分析機器類の移転スケジュールは、作業環

境や毒劇物の盗難及び紛失防止策などを考慮し、

新たな分析室に必要な改修工事期間の確保や分

析業務の繁忙期を避ける期間の確保など、利用

者の利便性を考慮して設定する必要があること

から、現時点では、秋頃の移転を想定しており

ますが、期日は、改修工事と移転の条件が整っ

た日から施行することとしております。 

 今回の移転を進める上では、これまでの農事
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研修センターの利用者をはじめとして、市民の

皆様に混乱が起きないよう、十分配慮して行っ

てまいる所存でございます。 

 また、移転後は、農事研修センターで行って

いる各種事業について、千丁支所を新たな拠点

として実施することとなりますが、利用者目線

でのサービス向上も図りながら、本市の農業の

活性化につなげてまいりたいと考えております

ので、委員の皆様の御理解と御協力を賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。議案第

４１号・八代市農事研修センター条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、原

案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午後３時１８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３０分 本会） 

◎令和４年陳情第４号・八代市厚生会館のホー

ル再開と利活用について 

○委員長（増田一喜君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となっておりますのは、

継続審査の陳情１件です。 

 それでは、令和４年陳情第４号・八代市厚生

会館のホール再開と利活用についてを議題とし

ます。 

 要旨は、文書表のとおりです。 

 本陳情について、御意見等はありませんか。 

 何かありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 私は、もうそろそろ採

決を図っていただければなというふうに思いま

すけれども。 

○委員長（増田一喜君） 採決はどのように、

御意見としてはありますか。 

 採決についての御意見。いや……。 

○委員（野﨑伸也君） ああ、私の、私がです

か。どっちか、どっちですかみたいな。 

○委員長（増田一喜君） 採決してほしいって

意味なのか。 

○委員（野﨑伸也君） 私はもう、採択してほ

しいなという気持ちで、採決をお願いします。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（成松由紀夫君） 小会よろしいですか。 

○委員長（増田一喜君） 小会いたします。 

（午後３時３１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３３分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 御意見等はありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 前回、この問題につい

てはですね、いろいろ、賛成があり、反対があ

り、再開してほしいという気持ちの方々も、い

らっしゃるわけなんで、当面、私のほうは、こ

の部分については、採択をしてですね、それか

ら、また執行部と再開を求めての部分について、

歩み寄りの話合いができればと思ってますんで、

こちらのほうについては、私は採択をお願いし

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（北園武広君） 私は、この件に関しま
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して、まあ、１回目は、再開を求める内容の陳

情書と。今回は、利活用を図るということで、

再度提出されたわけですけども、今議会中に経

済文化交流部長からも答弁もありましたとおり、

利活用に関しても、るる検討されたことだろう

と思っての、あの発言だったのではないかなと

いうふうに感じております。 

 ですんで、本議員は、この件に関しましては、

審議未了でお願いしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、ただいま

の御意見の中では、審議未了を求める意見と、

採択を求める意見がありますので、まず、審議

未了についてお諮りいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しないも

のは反対とみなします。 

 本陳情については、閉会中継続審査の申出を

しないこと、並びに結論を得るに至らなかった

こと、すなわち審議未了とするに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手多数と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後３時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３７分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（八代市献穀事業について） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、水道事業に関する諸

問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して１件、執行部から発言の申出

があっておりますので、これを許します。 

 それでは、八代市献穀事業についてをお願い

いたします。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） 改めまし

て、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）農林水産政策課、吉永です。よろしくお願

いします。では、着座にて説明をさせていただ

きます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産政策課長（吉永千寿君） では、八

代市献穀事業の概要説明につきまして、別紙の

資料を基に御説明をさせていただきます。 

 右上、表紙にですね、経済企業委員会所管事

務調査と書いてある資料です。 

 では、まず、２ページのほうを御覧ください。 

 献穀事業の趣旨及び経緯を簡単に御説明いた

します。 

 毎年１１月２３日に、天皇陛下が新穀を神々

に供えられ、御自身も食される収穫と感謝の御

祭りである新嘗祭が執り行われますが、この御

祭りに供する米と粟が、全国の都道府県の農家

から奉献される事業を献穀事業といい、令和５

年度で１３１回を数える歴史的、伝統的な行事

でございます。 

 資料の中段の中央に記載のとおり、熊本県で

は慣例として、１０か所の各地域振興局管内を
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持ち回りで実施されており、令和５年度は１０

年ぶりに八代地域での順番であります。 

 １０年前の平成２５年度は氷川町で実施され

た経緯もあり、今回は八代市での実施に向けた

通知があったところでございますが、本市にと

りましても大変名誉なことであるとともに、本

市農業の発展に大いに寄与するものであると考

えております。 

 それでは、具体的な事業内容について御説明

いたします。 

 ３ページのほうをお願いします。 

 左から５つの主要な行事を写真のイメージと

ともに示しております。ちなみに、この写真は

令和４年度に開催された山鹿市の様子を見に行

って、撮ってきたものを引用しております。 

 まず、１つ目の神事であります、清祓祭並び

に播種祭を５月１６日、火曜日、大安です、に

開催しますが、これは、田を清め、もみ種をま

き、１年の豊作を祈願するものであります。 

 次に、２つ目の神事である、御田植祭を６月

１８日、日曜日、大安です、に開催し、また、

３つ目の神事である、抜穂祭を９月３０日、土

曜日、こちらも大安です、に開催する予定とし

ております。 

 これらは田植えと稲刈りになりますが、早乙

女・田男による田植え及び稲刈りとなりまして、

地元の小学生などにも協力して行う予定です。 

 次に、４つ目の神事である、奉告祭を１０月

１７日、火曜日、これも大安です、に開催しま

すが、これは無事に収穫できたことを神様に報

告するものであります。 

 最後の献納式は１０月下旬に予定されており、

皇居にて天皇に献穀する米と粟を献納する予定

となっております。 

 次に、右側に献穀予定者と献穀田の予定地を

示しております。 

 予定者と予定地の選定については、県を通じ

て一定の条件等が示されておりますが、今回の

本市の献穀予定者は、令和４年１２月２１日に

開催しました八代市献穀事業推進協議会で承認

を得て決定しており、献穀予定者は、八代市川

田町東にお住まいの、本島磧哉・菊代夫妻を、

また、献穀田の予定地は、龍峯校区内の高速道

路と国道３号線が交差する地点から西側へ２０

０メートルほど進んだ付近に位置する本島氏が

所有する土地でございます。 

 なお、粟の圃場は、米の献穀田から南方向に

ある、同じく本島氏が所有する土地を予定して

おります。 

 最後に、実施体制を下に示しております。 

 左から、推進母体は八代市献穀事業推進協議

会であり、この協議会のメンバーは、県、ＪＡ、

警察及び市などの長のほか、市議会、教育委員

会、農業委員会、市政協力員協議会など関係機

関の長で構成し、事業の推進計画の策定や予算

の決定などを行うほか、主要行事となる５つの

神事、式典の主催者となり、事業を進めてまい

ります。 

 右に移りまして、八代市献穀事業実行委員会

は、協議会の業務を円滑に行うため、メンバー

は、県、ＪＡ、警察、市などの担当部長等や、

献穀地区における学校長、農業委員、市政協力

員のほか、米と粟の栽培者となられる献穀者で

構成し、５つの主要行事ごとに、前もって会議

を開催し、神事、式典行事の実施計画を策定す

るなど、実施主体となって運営を行います。 

 さらに右に移りまして、地区住民の方々でご

ざいますが、神事、式典の会場設営や栽培作業

など、各種の協力体制が確保できるように進め

てまいります。 

 なお、宮司となられる八代妙見宮にも協力い

ただくことで、準備を進めることとしておりま

す。 

 以上が献穀事業の説明となりますが、本事業

は、五穀豊穣を祈り、収穫を感謝する神事のほ

か、民俗芸能、文化財の保護育成や農業の大切
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さを広く認識してもらう役割を果たしておりま

す。 

 今回、八代市での献穀事業を進める上では、

広く協力体制を確保することが必須条件であり

ますし、天候にも左右される中で、皇室へ奉納

される貴重で記念となる立派な米と粟の栽培が、

献穀地区の皆さんの御協力により実施できるよ

う、関係機関と十分な連携を図りながら進めて

まいりたいと考えておりますので、御理解と御

協力をよろしくお願いいたします。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（増田一喜君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、以上で八代市献穀事業についてを

終了します。 

 執行部は御退室ください。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について、

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で、所管事務調

査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き、閉

会中の継続調査の申出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって、経済企業委員会を散会いたし

ます。 

（午後３時４６分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和５年３月１５日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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